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「
魅
力
あ
る
十
日
町
市
立
中
学
校
づ
く
り
方
針（
案
）」を

策
定
し
ま
し
た
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十
日
町
市
の
中
学
校
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
大
き
く
変
化
。

現
在
、
市
内
に
は
中
学
校
が
10
校

あ
り
ま
す
。
し
か
し
生
徒
数
の
減
少
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●
空
調
・
雪
対
策
・
防
犯
対
策
を
充
実

し
た
、
誰
も
が
使
い
や
す
い
施
設
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●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学

校
運
営
協
議
会
）
を
基
盤
に
、
地

域
の
声
を
学
校
運
営
に
反
映

●
企
業
・
地
域
人
材
と
の
連
携
に
よ

る
職
場
体
験
・
出
前
授
業
の
充
実

●
豪
雪
・
縄
文
文
化
・
大
地
の
芸
術

祭
な
ど
、
十
日
町
な
ら
で
は
の
地

域
資
源
を
生
か
し
た
体
験
学
習
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新
し
い
十
日
町
市
立
中
学
校

立
地
検
討
委
員
会

公
募
委
員
募
集
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௨ֶखஈ

路線バス・鉄道などの公
共交通を積極活用
対応困難な地域はスクー
ルバスを確保

௨ֶ時ؒ
の໨҆

概ね45分以内（夏期）を
基本

ౙقの
対Ԡ

待合環境の整備、登校時
間の調整、必要に応じた
宿泊施設の活用　など

߲ɹ໨ ಺ɹ༰

গࢠԽの
ਐߦ

現在の市内中学校生徒935人が、令和
16年度には515人になる見込み。

ઃのࢪ
࿝ٺԽ

市内中学校施設の約７割が築40年以
上を経過。今後、大規模改修が必要。

੓ෛ୲のࡒ
૿େ

現在のままだと、多くの施設で同時期
に多額の改修費が必要。
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●
自
己
肯
定
感
・
自
己
有
用
感
を
高

め
、
主
体
的
に
成
長
し
よ
う
と
す

る
生
徒

●
多
様
な
仲
間
と
認
め
合
い
、
協
力

し
な
が
ら
思
考
力
・
表
現
力
・
問

題
解
決
能
力
を
高
め
る
生
徒

●
確
か
な
学
力
と
探
究
的
な
学
び
を

と
お
し
て
、
地
域
や
社
会
に
主
体

的
に
関
わ
る
生
徒
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こ
れ
ま
で
の
中
学
校
再
編
の
協
議

を
も
と
に
、
十
日
町
市
で
は
目
指
す

学
校
教
育
の
姿
の
実
現
に
向
け
て
、

多
様
な
仲
間
と
学
び
合
い
、
自
ら
挑

戦
す
る
力
を
育
み
ま
す
。
ま
た
、
教

科
教
員
の
専
門
性
を
生
か
し
た
深
い

学
び
と
質
の
高
い
授
業
を
受
け
ら
れ

る
環
境
を
整
え
ま
す
。
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「
十
日
町
市
立
中
学
校
の
あ
り
方

に
つ
い
て
の
提
言
」（
令
和
6
年
3

月
）
で
は
、
中
期
的
に
2
〜
3
校
へ

の
再
編
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
の
地
域
説
明
会
や
「
十

日
町
“
み
ん
な
の
学
校
”
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
の
議
論
を
と
お
し
て
、「
将

来
的
に
1
校
を
目
指
す
な
ら
、
最
初

か
ら
全
市
1
校
を
基
本
に
検
討
す
べ

き
」
と
い
う
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
児
童
生
徒
ア
ン

ケ
ー
ト
で
の
意
見
を
踏
ま
え
、
十
日

町
市
が
目
指
す
教
育
の
実
現
と
安
定

的
に
学
び
を
保
障
で
き
る
学
校
規
模

を
確
保
す
る
た
め
、
本
方
針
で
は
、

10
年
後
を
目
途
に
、
全
市
で
中
学
校

を
1
校
に
再
編
す
る
こ
と
を
基
本
と

し
な
が
ら
、
学
び
の
特
性
も
考
慮
し

た
上
で
、
地
域
と
の
合
意
形
成
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
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令
和
7
年
12
月
に
実
施
し
た
児
童
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
（
回
答
２
、５
３
０
人
）

で
は
、
中
学
生
の
約
95
％
が
「
学
校
が
楽
し
い
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

৽
͠
͍
ֶ
ߍ
Ͱ
େ
੾
ʹ
͢
Δ
͜
ͱ

ັྗ͋Δे೔ொཱࢢதֶͮ͘ߍΓʹࣇ͚ͨ޲ಐੜెΞϯέーτ（ൈਮ）
͸ָ͍͠Ͱ͔͢׆ੜߍͰ΍Γ͍ͨ͜ͱ͸ԿͰ͔͢ （ຬ଍౓）͋なͨのֶߍֶ（΁の໨తߍֶ）  

学力を伸ばすこと
（32.3％）学校行事や部活動で

活躍すること
（17.9％）

自分の夢を
見つけること
（9.6％）

友達関係を広げたり、
深めたりすること
（38.9％）

その他（1.2％）

「༑ͩちؔ܎Λ͛޿たΓすΔ͜と」
「学ྗΛ৳͹す͜と」が
くͳͬていますߴ

とても楽しい
（62.7％）

あまり楽しくない
（3.6％）

まあまあ楽しい
（32.1％）

楽しくない（1.6％）

楽しい 94.8％

多くの子どもたちが
「学校が楽しい」と答えています

େ੾ʹ͢Δ͜ͱ ۩ମతなऔ૊
҆৺しֶͯ΂Δڥ؀ 先生や友だちに相談しやすい関係づくり・いじめの早期対応
ओମతɾ対࿩తなֶͼ 自ら考え、仲間と対話しながら深める授業・ICTの積極活用
Ұਓͻとり΁のࢧԉ 障がいの有無にかかわらず、すべての生徒が共に学ぶ環境
;Δ͞とΛੜ͔しֶͨͼ 縄文文化・大地の芸術祭など十日町ならではの地域資源を活用
஍Ҭとと΋ʹาΉֶߍ 地域の人材・企業・団体と連携したコミュニティ・スクール

े日ொ ǷみΜなのֶߍz
ϓϩδΣΫτ

ັྗ͋Δे日ொཱࢢத
りํ਑（Ҋ）ͮ͘ߍֶ

●
多
様
な
学
び
方
に
対
応
し
た
柔
軟

な
教
室
・
学
習
ス
ペ
ー
ス

●
災
害
時
に
は
地
域
の
避
難
所
と
し

て
も
機
能
す
る
施
設

な
ど

問
合
せ
=
教
育
総
務
課
︵
☎
７
５
７
︱
３
１
１
８
︶

●
必
要
な
施
設
・
運
動
場
・
除
雪
ス

ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
る
用
地

●
自
然
災
害
リ
ス
ク
が
低
く
、
安
全

性
が
高
い
場
所

●
公
共
交
通
が
利
用
し
や
す
く
、
冬

の
通
学
に
も
配
慮
で
き
る
場
所

な
ど

魅
力
あ
る
十
日
町
市
立
中
学
校
づ

く
り
方
針
に
基
づ
き
︑
新
た
に
設
置

す
る
中
学
校
の
立
地
を
検
討
す
る
た

め
の
会
議
で
︑
委
員
と
し
て
積
極
的

に
参
加
で
き
る
人
を
募
集
し
ま
す
︒

●
ื
ू
ਓ
਺
＝
２
人
程
度

●
೚
ظ
＝
令
和
９
年
３
月
31
日
（
予

定
）
ま
で
、
第
１
回
目
会
議
を
令

和
８
年
10
月
下
旬
開
催
予
定

●
会
ٞ
＝
月
１
回
程
度

●
Ԡ
ื
ࢿ
֨
＝
次
の
全
て
の
要
件
を

満
た
す
人

・
市
内
に
３
か
月
以
上
お
住
ま
い
の

18
歳
以
上
の
人

・
教
育
に
関
心
の
あ
る
人

・
当
市
の
他
の
審
議
会
な
ど
の
委
員

を
２
つ
以
上
兼
務
し
て
い
な
い
人

・
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

※
報
酬
・
交
通
費
支
給
あ
り

〆
10
月
20
日
㈫
必
着

申
・
問
応
募
申
込
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
川
西
庁
舎
教

育
委
員
会
、
市
役
所
本
庁
・
各
支

所
に
配
置
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（t-edu-som

u@
city.tokam

achi.lg.jp

）
の
い

ず
れ
か
で
、
〒
９
４
８
―
０
１
９

２
十
日
町
市
水
口
沢
12
番
地

教

育
総
務
課
へ
（
☎
７
５
７
―
３
１

１
８
、
Ｆ
７
６
８
―
３
１
６
１
）

学
識
経
験
者
や
地
域
住
民
、
子
ど

も
の
保
護
者
な
ど
50
人
の
委
員
に
よ

る
「
十
日
町
“
み
ん
な
の
学
校
”
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
置
。
11
回
に
わ

た
る
協
議
を
行
い
、
約
１
、３
０
０

件
も
の
意
見
を
積
み
上
げ
て
「
魅
力

あ
る
十
日
町
市
立
中
学
校
づ
く
り
方

針
（
素
案
）」
を
ま
と
め
ま
し
た
。

が
進
む
と
、
学
年
1
ク
ラ
ス
し
か
な

い
学
校
や
、
全
教
科
に
専
門
の
先
生

を
配
置
で
き
な
い
学
校
が
生
ま
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
質
の
高
い
教
育
を

受
け
る
た
め
に
は
、
各
学
年
3
ク
ラ

ス
以
上
・
5
教
科
に
複
数
の
先
生
を

配
置
で
き
る
規
模
が
必
要
で
す
。
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十
日
町
市
で
は
︑
目
指
す
学
校
教
育
の
姿
と
し
て
﹁
ふ
る
さ

と
に
遊
ぶ
︒
共
に
生
き
る
︒
自
ら
創
る
︒﹂
を
掲
げ
て
い
ま
す
︒

そ
の
た
め
の
取
り
組
み
の
一
つ
が
︑﹁
居
心
地
の
よ
い
学
級
づ

く
り
﹂
で
す
︒

こ
れ
は
︑子
ど
も
た
ち
へ
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
Ｑ
Ｕ
ア
ン
ケ
ー
ト
︵
＊
︶

を
活
用
し
な
が
ら
︑
学
校
の
全
て
の
先
生
が
子
ど
も
一
人
一
人

の
様
子
や
学
級
の
状
況
に
つ
い
て
話
し
合
い
︑﹁
誰
も
が
安
心

し
て
過
ご
せ
る
学
級
﹂
や
﹁
学
び
や
す
い
授
業
﹂
を
つ
く
っ
て

い
く
取
り
組
み
で
す
︒
こ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
︑
子
ど
も
た

ち
の
学
力
を
伸
ば
す
こ
と
や
︑
不
登
校
に
な
る
子
ど
も
を
減
ら

す
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
︒

Ｗ
Ｅ
Ｂ
Ｑ
Ｕ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
先
生
方
は
、
子
ど
も

た
ち
の
回
答
か
ら
学
級
の
状
況
を
客

観
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

学
級
の
中
に
ル
ー
ル
が
し
っ
か
り

定
着
し
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

過
ご
せ
る
よ
う
な
学
級
を
「
親
和
型

の
学
級
」
と
い
い
ま
す
。

子
ど
も
同
士
の
関
わ
り
や
発
言
が

活
発
で
、
一
人
一
人
が
自
分
の
考
え

を
伝
え
な
が
ら
、
落
ち
着
い
て
学
習

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
方
で
、
学
級
の
ル
ー
ル
が
十
分

に
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
子
ど

も
同
士
の
関
わ
り
が
少
な
か
っ
た
り

す
る
な
ど
、
学
級
運
営
が
不
安
定
な

状
態
が
見
ら
れ
る
と
き
も
あ
り
ま

「
居
心
地
の
よ
い
学
級
づ
く
り
」

の
事
業
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
か

ら
小
学
生
の
不
登
校
の
割
合
が
下
が

子
ど
も
た
ち
の
学
力
に
つ
い
て
、

課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
学
力
を

向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
子
ど
も
た

ち
が
学
校
で
友
達
と
関
わ
り
な
が
ら

安
心
し
て
学
び
、「
学
び
た
い
」
と

い
う
気
持
ち
を
育
て
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
市
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ

れ
ま
で
成
果
が
見
ら
れ
て
い
る
「
居

心
地
の
よ
い
学
級
づ
く
り
」
を
、
今

後
も
継
続
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
の
「
学
び

た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
高
め
る
た

め
、
授
業
の
改
善
に
も
取
り
組
み
ま

す
。
授
業
で
は
、
次
の
３
つ
を
大
切

に
し
ま
す
。

令
和
８
年
４
月
に
実
施
し
た
「
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
対
象
：

小
学
６
年
生
、
中
学
３
年
生
）」
の

十
日
町
市
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
小
学
校
、
中
学
校
と
も
に
全
国

平
均
を
下
回
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

な
お
、
中
学
校
英
語
は
、
今
年
度

か
ら
情
報
端
末
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
）
を

使
っ
た
学
力
調
査
と
な
り
ま
し
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
上
で
回
答
す
る
も
の

で
、
国
際
的
な
学
力
調
査
で
採
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
来
年
度
以
降
は
、
こ

の
方
式
が
拡
大
し
て
い
く
こ
と
か

ら
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
の
学
習
の
充
実

も
求
め
ら
れ
ま
す
。
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小学生：WEBQU①（６月）の主な型の割合（％）
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中学生：WEBQU①（６月）の主な型の割合（％）
0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

36

3�

38

਌和ܕ ͔ͨ͞ ΏΔΈ ෆ҆ఆなͲ

40.5

53.8

�3.5

32.4

20.5

1�.6

18.�

20.5

8.8

8.1

5.1

す
。
こ
の
学
級
の
こ
と
を
「
不
安
定

型
の
学
級
」
と
い
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
学
級
が
見
ら
れ
た
と
き
は
、
即

時
に
、
学
校
全
体
の
先
生
方
が
情
報

を
共
有
し
、
チ
ー
ム
と
し
て
学
級
や

子
ど
も
た
ち
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
Ｑ
Ｕ
ア
ン

ケ
ー
ト
を
手
が
か
り
に
、
一
人
一
人

が
「
自
分
の
居
場
所
が
あ
る
」「
安

心
し
て
話
せ
る
」「
落
ち
着
い
て
学

べ
る
」
と
感
じ
ら
れ
る
学
級
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

居
心
地
の
よ
い
学
級
づ
く
り
〜
支
え
合
い
・
学
び
合
い
・
高
め
合
う
学
級
へ
〜

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5
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（％） 不登校児童生徒割合の推移（小学生）

十日町市
新潟県
全国
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（％） 不登校児童生徒割合の推移（中学生）

十日町市
新潟県
全国

り
始
め
、
県
や
全
国
の
割
合
を
大
き

く
下
回
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
中
学
生
も
令
和
６
年
度

か
ら
下
が
り
始
め
て
い
ま
す
。
こ
の

要
因
と
し
て
、
校
内
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
き
め
細
や
か
な
取
り
組

み
や
、
子
ど
も
に
寄
り
添
っ
た
支
援

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
が
、「
居
心
地
の
よ
い
学
級
づ

く
り
」も
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

学
級
に
お
け
る
子
ど
も
の
居
場
所

の
確
保
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
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こ
れ
ら
を
意
識
し
た
授
業
づ
く
り

を
、全
教
職
員
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
学
習
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
「
や
っ
て
み
よ
う
」
と
思
え

る
こ
と
、
学
ぶ
必
要
性
を
感
じ
ら
れ

る
こ
と
、
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
喜

び
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
を
大
切
に
し

ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
ド
リ
ル
を
効
果
的

に
活
用
し
な
が
ら
、
学
校
と
家
庭
が

よ
り
一
層
連
携
し
、
子
ど
も
た
ち
の

学
力
向
上
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

不
登
校
の
割
合
の
減
少

全
国
学
力
調
査
の
状
況

今
後
の
当
市
の
方
向
性

取
り
組
み
を
始
め
て
５
年
目
と
な
り
︑
子
ど
も
た
ち
の
成
長

に
つ
な
が
る
成
果
が
見
ら
れ
ま
し
た
︒
一
方
で
︑
今
後
さ
ら
に

改
善
し
て
い
く
た
め
の
課
題
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
︒

こ
れ
ま
で
の
成
果
や
課
題
︑今
後
の
当
市
の
方
向
性
に
つ
い
て
︑

み
な
さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
す
︒

︵
＊
︶
学
校
・
学
級
生
活
へ
の
不
適
応
︑
不
登
校
︑
い
じ
め
被
害

の
可
能
性
の
高
い
子
ど
も
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
で
︑

い
じ
め
を
無
く
し
︑
児
童
生
徒
に
と
っ
て
充
実
し
た
学
校

生
活
を
送
れ
る
環
境
を
整
え
る
た
め
の
も
の
で
す
︒

問
合
せ
=
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
︵
☎
７
５
６
︱
５
０
１
１
︶

小
学
校
︑
中
学
校
と
も
に

親
和
型
の
割
合
が
年
々
増
え

て
い
る
︒
小
学
校
で
の
取
り

組
み
の
成
果
が
中
学
校
へ
つ

な
が
り
︑
結
果
に
表
れ
た
︒

ま
た
︑
不
安
定
型
︵
崩
壊

型
含
む
︶
の
割
合
が
中
学
校

で
は
０
％
と
な
り
︑
居
心
地

の
よ
い
学
級
づ
く
り
が
浸
透

し
て
き
て
い
る
︒
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136
ೖ金�26億4܁ສ円ʪ6�4ˋʫ

067
ෟ金�11億4دສ円ʪ2�8ˋʫ
ॾऩೖ�9億9
525ສ円ʪ2�4ˋʫ

ग़金ࢧݿࠃ
53億5
371ສ円
ʪ13�0ˋʫ

地方ަ෇੫
153億4
688ສ円
ʪ37�3ˋʫ

自
主
財
源
32�5ˋ

依
存
財
源
67�5ˋ

ೖࡀ

ͦͷଞ�5億6
292ສ円ʪ1�3ˋʫ

244
ӽ金�19億2܁ສ円ʪ4�7ˋʫ

੫ࢢ
61億2
499ສ円
ʪ14�9ˋʫͦͷଞ

3億156ສ円ʪ0�7ˋʫ
地方ৡ༩੫
3億3
653ສ円ʪ0�8ˋʫ
地方ফඅ੫ަ෇金
14億739ສ円ʪ3�4ˋʫ
ग़金�25億126ສ円ʪ6�1ˋʫࢧݝ

450
債�25億4ࢢສ円ʪ6�2ˋʫ

࿑ಇඅ
4
560ສ円ʪ0�1ˋʫ

අچ෮֐ࡂ
1億5
622ສ円ʪ0�4ˋʫ

ٞձඅ�1億8
711ສ円ʪ0�5ˋʫ
ফ๷අ�14億1
843ສ円ʪ3�6ˋʫ
೶ྛਫۀ࢈අ
15億7
072ສ円ʪ4�0ˋʫ
঎޻අ
15億9
427ສ円ʪ4�1ˋʫ
Ӵੜඅ
22億9
546ສ円
ʪ5�8ˋʫ

ຽੜඅ
100億7
753ສ円
ʪ25�7ˋʫ

౔໦අ
68億6
297ສ円
ʪ17�5ˋʫ

ҭඅڭ
29億1
869ສ円
ʪ7�4ˋʫ

૯຿අ
67億4
806ສ円
ʪ17�2ˋʫ

ެ債අ
53億9
197ສ円
ʪ13�7ˋʫ

歳出
（目的別）

˙໰߹ͤʹࡒ੓՝ࡒ੓܎ὸ��������

ɹࡀग़૯ֹ͸���ԯ�
���ສԁ（Ұൠձܭͱಛผձܭの߹ܭ）ɻ
ʮબ͹ΕͯçॅΈ͕ܧΕΔ·ͪçͱ͓͔·ͪʯΛ໨͠ࢦɺ·ͪͮ͘
ΓΛ進Ί·ͨ͠ɻܾࢉͱ߹Θͤͯɺओཁۀࣄ΍ࡒ੓ɾձܭঢ়گな
Ͳɺ·ͪͮ͘Γの੒ՌΛ͓஌Βͤ͠·͢ɻ
˞୺਺ॲཧのͨΊ֤߲໨Ͱのֹۚͱׂ߹͕߹Θな͍͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ

決算を報告します

一般会計

都市計画税の充当状況

ॆ౰ઌ໊ۀࣄ ֹࢉܾ
（Ұൠֹݯࡒ） ॆ౰ֹ

ެ ڞ Լ ਫ ಓ ࠴ ঈ ؐ අ 1億7,580万円 9,093万円
۠ը੔ཧ࠴ۀࣄঈؐඅ 6,305万円 3,261万円
౎ܭࢢը࠴ۀࣄঈؐඅ 240万円 124万円

合ɹ ܭ 2億4,125万円 1億2,478万円

　都市計画区域の一部の土地・家屋所有者に課される
税金です。都市計画事業に活用しています。

入湯税の充当状況
　温泉の利用者に課される税金です。観光振興や消防
施設などの整備に活用しています。

ॆ౰ઌ໊ۀࣄ ֹࢉܾ
（Ұൠֹݯࡒ） ॆ౰ֹ

େ஍のܳज़ؔࡇ࿈ۀࣄ 2,054万円 1,910万円
؍ ޫ ৼ ɾڵ ༠ ٬ ࣄ ۀ 4,943万円 4,598万円
ফ ๷ ࢪ ઃ ੔ උ ࣄ ۀ 860万円 800万円

合ɹ ܭ� 7,857万円 7,308万円

繰越金 19億1,243万円 [前年度比0.5％減］

歳 入 ���ԯ�
���ສԁ［前年度比0.8％増］ 歳 出 ���ԯ�
���ສԁ［前年度比0.8％増］

財政調整基金
残高と

地方債残高の
推移

���ԯ���ສԁ
ʦલ೥౓ൺ���ˋݮʧ

஍ํߴ࢒࠴

��ԯ�
���ສԁ
ʦલ೥౓ൺ����ˋ૿ʧ

ߴ࢒ۚج੓ௐ੔ࡒ

令
和
７
年
度

22 22

23
23

17
21

3030

6
8 9 9 10

16

11

16

22
26 25

28
31705
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地方債残高
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主要事業 （ӽ෼ؚΉ܁Ұ෦）ग़ֹࢧඅはྩ࿨̓೥౓ۀࣄ

ձɹܭɹ໊ ɹೖࡀ ɹग़ࡀ
ࠃ ຽ ݈ ߁ อ ݥ 50億1,415万円 47億9,920万円
਍ྍॴݥอ߁ຽ݈ࠃ 2億6,888万円 2億4,336万円
๚ 問 ؃ ޢ ࣄ ۀ 6,130万円 4,804万円
ޙ ظ ߴ ྸ 者 ҩ ྍ 9億558万円 8億8,016万円
հ ޢ อ ݥ 79億8,419万円 76億9,218万円
দ೭ࢁԹઘ഑౬ۀࣄ 3,444万円 1,614万円

߹ɹɹܭ ��2ԯ�
�5�ສԁ ���ԯ�
�0�ສԁ

特別会計

人にやさしいまちづくり 活力ある元気なまちづくり

まちづくりの推進に向けて

新市誕生20周年記念事業

˔ϚΠφϯόʔΧʔυͰূ໌ॻΛ؆୯ʹऔಘͰきΔʮΒ
͘Β͘૭໌ূޱॻަ෇γεςϜʯΛಋೖ ���ສԁ

�਍ࠪඅ༻Λશֹॿ੒߁݈ࣇ݄͔̍˔ ��ສԁ
�Λ֦ॆۀࣄέΞޙ࢈˔ ���ສԁ
˔༮อখՍ͚ظڮのڭҭΛ୲౰͢Δ༮อখ࿈ܞਪਐ員
Λ഑ஔ� ���ສԁ
˔খֶߍԼֶ೥のֶྗ্޲Λࢧԉ� �
���ສԁ
�ݮ者ෛ୲Λܰޢ৯අのอڅߍֶ˔ �
���ສԁ
˔հޢ༧๷׆ಈΛ͏ߦ
஍ҬஂମΛࢧԉ

��ສԁ
˔հݱޢ場のਓ֬ࡐอ
Λࢧԉ� ���ສԁ

安全・安心なまちづくり

˔े日ொࢢ๷ࡂΨΠυϒοΫΛ࡞੒ �
���ສԁ
˔ࣗओ๷ࡂ૊৫の׆ಈΛࢧԉ ���ສԁ
˔ආ೉ੜ׆のڥ؀վળΛਪਐ �
���ສԁ
˔がΜױ者のิ੔۩ߪೖඅ༻Λॿ੒ ��ສԁ
˔৽ׁେֶとの͞ΒなΔ࿈ܞʹΑΔҩྍ%9のਪਐ

��ສԁ
˔໦଄ॅ୐の଱਒対ࡦඅ༻Λॿ੒ ���ສԁ
˔౎ެࢢԂの࿝ٺԽしͨ༡۩Λߋ৽ �
���ສԁ
˔ަ௨ۀࣄ者とެަڞ௨ؔػར༻者Λࢧԉ ���ສԁ
˔ಓ࿏��࿏ઢɾาಓ̏
࿏ઢΛ੔උ（ྩ࿨̒೥
౓ิࠃਖ਼ΛؚΉ）

�ԯ�
���ສԁ ˔みΜなͰتͼΛڞ
ʹ෼͔ち合͏記೦
ࣜయなͲΠϕϯτ
Λ։࠵

���ສԁ

˔े日ொϑΝϯの֦ॆʹ͚޲ɺ;Δ͞とೲ੫のऔ૊み
ΛڧԽ �ԯ�
���ສԁ
˔ΠλϦΞίϞࢢとの࢞ຓ౎ྲྀަࢢ��प೥ۀࣄ

���ສԁ
˔6*λʔϯ者の૿Ճʹ͚ͨ޲औ૊みΛਪਐ �
���ສԁ
ʮ̝ҠॅίϯγΣϧδϡʯの૬ஊ૭ػޱೳΛ֦ॆ

�
���ສԁ
˔ೕ༮ࣇ΁の໦੡؝۩の഑෍΍ࡐ࢈ࢢ੡඼の։ൃɾߪ
ೖࢧԉΛ௨ͯ͡ɺ໦ҭɾྛۀΛීٴ ���ສԁ
˔日ຊҨ࢈ετʔϦʔΛ׆༻しͨจԽޫ؍のਪਐ

���ສԁ
˔����೥ʹ։͢࠵Δʮେ஍のܳज़ࡇୈ��ճలʯʹ޲
͚ͨ४උ �ԯ�
���ສԁ

˔େ஍のܳज़ࡇ΁の௨೥༠٬Λਪਐ �
���ສԁ
ԉࢧอɾҭ੒Λ֬ࡐのਓۀا˔ �
���ສԁ
ԉࢧΛ༺׆ݯࢿ場։୓ɾ஍Ҭࢢのۀا˔ �
���ສԁ
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　経常的な経費（人件費・扶
助費・公債費など）に、経常
的な一般財源収入（市税・地
方譲与税・普通交付税など）
がどの程度充当されているか
を表す比率です。

　市が標準的な行政を行うと
きに必要となる一般財源額の
うち、どの程度地方税等の収
入でまかなえるかを表す指数
です。
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0�327 0�331

35 36 37

0�35
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0�40経常収支比率 94.4％ 財政力指数 0.331
（͔̏೥ฏۉ）ɹɹɹɹ

　市の財政規模と借入金（地
方債）の返済額（公債費）の
割合を表す比率です。
※早期健全化基準：25％

実質公債費比率 13.8％
（͔̏೥ฏۉ）ɹɹɹɹ 将来負担比率 63.3％

　市の財政規模と借入金（地
方債）などの残高の割合を表
す比率です。
※早期健全化基準：350％

市の財政状況

定がٛ຿෇͚ΒΕ·͢ɻࡦըʯのܭ੓݈શԽࡒ४Ҏ্ʹなΔとʮجશԽ݈ظૣ˞

一部事務組合の決算状況
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7億2
291ສ円
ʪ31�5ˋʫ

一般会計

　十日町市と津南町で
構成し、消防業務およ
び家畜指導診療業務を
行いました。

問十日町地域
広域事務組合総務課
☎757-1556

े೔ொ஍Ҭ
߹຿૊ࣄҬ޿

ɹೖࡀ ɹग़ࡀ ӽۚ܁
2,964万円 2,776万円 188万円

家畜指導診療所特別会計


�ӽۚ܁���ສԁ［前年度比20.3%増］

çೖࡀ ��ԯ�
���ສԁ［前年度比28.9%増］ çग़ࡀ ��ԯ�
���ສԁ［前年度比29.2%増］

当市の実質公債費比率と将来負担比率は健全化に努めているため
「財政健全化計画」の策定が必要となる国の基準を大きく下回っています。
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ग़ࡀ

一般会計

　十日町市は中里・松
之山地域の住民を対象
に、火葬・最終処分の
共同処理を行いました。

௡ೆ஍Ҭ
Ӵੜࢪઃ૊߹

※この組合は十日町市・
津南町・栄村の３市町
村で構成し、火葬・ごみ・
し尿・最終処分を共同
で処理しました。


�ӽۚ܁���ສԁ［前年度比8.1%増］

çೖࡀ �ԯ�
���ສԁ［前年度比11.8%減］ çग़ࡀ �ԯ�
���ສԁ［前年度比13.4%減］

問津南地域
衛生施設組合総務係
☎765-3495

公営企業の決算状況 問上下水道課経営係☎757-6531
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Լਫಓۀࣄ
下水道使用料は給水人口の減少などにより、前年度決算額に比べて1,989万円の減収（2.3％減）と

なりました。また、一般会計補助金は引き続き多額となっています。将来に渡る持続可能な事業運営
のため、令和８年６月使用分から下水道使用料を改定するほか、引き続き効率的な事業運営に努めます。


�ग़ʹରͯ͠ෆ଍͢Δֹ（�ԯࢧຊతऩೖ͕ࢿ���ສԁ）͸
ཹอۚࢿͰิͯΜ͠·ͨ͠ɻ
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令和６年６月から実施した、第２段階目となる平均20％の増額改定の効果が反映されたこと
に伴い、水道料金は前年度決算額に比べて2,394万円の増収（4.6％増）となりました。安全・
安心な水道水を安定的にお届けできるように、引き続き効率的な事業運営に努めます。
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ਫಓۀࣄ
令和６年６月から実施した、第２段階目となる平均20％の増額改定の効果が反映されたこと

に伴い、水道料金は前年度決算額に比べて4,095万円の増収（5.1％増）となりました。安全・
安心な水道水を安定的にお届けできるように、引き続き効率的な事業運営に努めます。

ग़ʹରͯ͠ෆ଍͢Δֹ（�ԯ���ສԁ）͸ࢧຊతऩೖ͕ࢿ
ཹอۚࢿͰิͯΜ͠·ͨ͠ɻ
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Up

͜のίʔφʔͰはɺࢢのັྗൃݟ΍ɺօ͞Μの
ੜ׆ʹ௚݁͢Δ৘ใなͲΛ͓஌Βせし·͢

஍Ҭ໊ɾ
೥ྸ̏۠෼

૯ਓޱ（୯Ґɿਓ） ૯ੈଳ਺（୯Ґɿੈଳ）
ྩ࿨̓೥ ྩ࿨̎೥ ਺ݮ૿ ྩ࿨̓೥ ྩ࿨̎೥ ܭ਺ݮ૿ உ ঁ ܭ

े日ொܭࢢ 44,509 21,813 22,696 49,820 △5,311 17,346 18,012 △666
े日ொ஍Ҭ 31,453 15,414 16,039 34,646 △3,193 12,324 12,627 △303
઒੢஍Ҭ 5,149 2,571 2,578 5,873 △724 1,906 1,997 △91
தཬ஍Ҭ 4,093 1,983 2,110 4,659 △566 1,462 1,518 △56
দ୅஍Ҭ 2,367 1,150 1,217 2,816 △449 1,013 1,145 △132
দ೭ࢁ஍Ҭ 1,447 695 752 1,826 △379 641 725 △84
೥গਓޱ
（ະຬࡀ��） 4,030 2,046 1,984 5,258 △1,228

ੜ࢈೥ྸਓޱ
（��ʙࡀ��） 21,571 11,275 10,296 24,706 △3,135

࿝೥ਓޱ
（Ҏ্ࡀ��） 18,908 8,492 10,416 19,856 △948

令和７年国勢調査結果（確定値）のお知らせ
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���ਓ（ʵ����ˋ）ݮগし·しͨɻ

●૯ਓޱʹ対͢Δ೥গਓޱは���ˋɺ࿝೥ਓޱは
����ˋとなり·しͨɻ

��ொଜʹ͓いͯࢢ内ݝ˔
൪໨Ͱɺલճௐ͔ࠪΒ
���ੈଳ（ʵ���ˋ）ݮ
গし·しͨɻ

૯ਓޱʹ͍ͭͯ ૯ੈଳ਺ʹ͍ͭͯ

ɹ͜の΄͔のৄࡉ΍他࣏ࣗମの݁ՌなͲはɺࠨ記のೋ࣍ݩίʔυΛಡみऔりɺ੓෎౷ܭの૯
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े೔ொࢢのਓޱのਪҠ（େਖ਼̕೥ʙྩ࿨̓೥）
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う

クマから身を守るための方法は
こちらの動画をチェック

クマに襲われた場合、

地面に伏せて頭・首・腹を守る頭 首 腹
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　秋季はエサを求めてクマの活動が活発となり
ますので、登山やきのこ採りなどで山に入る
際は、引き続きクマに遭わないための対策を
徹底しましょう。
　また、人里の柿やクルミ、栗などを求め、人家
周辺にもクマが出没してくる可能性が
あります。最新の出没状況を確認するなど、注意
してください。

※画像はイメージであり、実際に人が
襲われたところを撮影したものでは
ありません

※画像はイメージであり、実際に人が
襲われたところを撮影したものでは
ありません

※秋田大学の研究では防御姿勢をとった方の重症者は、いなかった
という結果が出ています。

※子グマの近くに母グマがいる可能性
があります

※早朝や夕方は要注意！

出没情報
を確認

親子クマに注意

痕跡を見つけたら静かに立ち去りましょう

音の鳴る物を
鳴らし続け、クマ撃退
スプレーも携行

単独行動を避ける

作業中はこまめに
周囲を確認

柿などの放任果樹の
除去や生ゴミ等の誘引物
を置かない

クマ出没
マップ引き続き、
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喚
起
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

ク
マ
へ
の
対
策
を
万

全
に
行
い
、
身
の
安
全
を

確
実
に
守
り
ま
し
ょ
う
。

Ϋ
ỽ
Ϋ
ύ
ỽ
υ

ứ
े
日
ொ
ࢢ
ެ
ࣜ
Ω
ỽ
ν
ϯ
ỪΛ

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
։
ઃ
͠
·
͠
ͨ

問
健
康
づ
く
り
推
進
課
母
子
保
健
係
︵
☎
７
５
７
︱
９
７
５
９
︶

令
和
８
年
10
月
か
ら
、
料
理
レ
シ

ピ
サ
イ
ト「
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
」に「
十

日
町
市
公
式
キ
ッ
チ
ン
」
を
開
設
し

ま
し
た
。

市
の
管
理
栄
養
士
が
考
案
し
た
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
や
防
災
食
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
シ
ピ
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
整
う

レ
シ
ピ
の
組
み
合
わ
せ
も
紹
介
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
家
庭
の
食
卓
に
ぜ

ひ
取
り
入
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ࡐ
ྉ
：
長
い
も
１
２
０
ｇ
︑
乾
燥
わ

か
め
６
ｇ
︑
な
め
こ
ÿ÷
ｇ

〈
わ
さ
び
醤
油
〉
し
ょ
う
ゆ
øù
ｇ

︵
小
さ
じ
２
︶︑
練
り
わ
さ
び
適
量

１
.
わ
か
め
は
水
に
つ
け
て
戻
し
、

水
気
を
切
る
。
な
め
こ
を
茹
で

て
お
く
。

２
.
袋
に
皮
を
む
い
た
長
芋
を
入

れ
、
す
り
こ
ぎ
棒
で
叩
い
て
砕

き
、
お
皿
に
盛
り
つ
け
る
。

３
.
わ
さ
び
醤
油
を
作
り
、な
め
こ
、

わ
か
め
を
混
ぜ
、
長
い
も
の
上

に
盛
り
付
け
る
。

ୟ͖͍΋

௎׆レγϐΛɹɹ͝঺հ͠·͢

ίʔυΑりݩはӈ記のೋ࣍ࡉৄ
͝ཡͩ͘͞いɻ
ͥͻΫοΫύου΁のొ࿥ɺ
ϑΥϩʔΛ͓ئいし·͢ʂ
ͭ͘ΕΆ΋͓଴ちしͯい·͢ɻ
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ྩ
࿨
̕
೥
̐
݄
ͷ
৽
ن
ೖ
Ԃ
申
͠
ࠐ
Έ
Λ
ड
͚
෇
͚
·
͢

ྩ
࿨
̕
೥
౓
ࢢ
内
ೝ
定
͜
Ͳ
΋
Ԃ
ɾ
อ
ҭ
Ԃ
ೖ
Ԃ
ื
ू
Ҋ
内

問
子
育
て
支
援
課
保
育
園
係

︵
☎
７
５
７
︱
９
１
６
９
︶

お
子
さ
ん
の
入
園
を
希
望
す
る
人
は
︑
申
込
書
類
を
第

１
希
望
の
施
設
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
︒
認
定
区
分
に

よ
っ
て
利
用
で
き
る
施
設
が
異
な
り
ま
す
︒
入
園
に
関
す

る
詳
細
は
︑
各
施
設
な
ど
に
配
置
し
て
あ
る
入
園
ガ
イ
ド

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
︒

５
月
以
降
の
入
園
に
つ
い
て
は
︑
入
園
希
望
月
の
前
月

��
日
︵
休
日
の
と
き
は
直
前
の
開
庁
日
︶
ま
で
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
︒
相
談
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
︒

ྩ
࿨
̔
೥
ø÷
݄
øú
日
 
Ỗ
øø
݄
øú
日
 

ื
ू
ظ
ؒ

ઃ۠෼ࢪ
ೝఆ͜Ͳ΋Ԃ อҭԂ

༮ஓԂ෦෼ อҭԂ෦෼ ೝՄอҭॴ ஍Ҭอҭॴ খن໛อҭ
̍˞ॴۀࣄ

内容 幼稚園と保育園の機能をあわせ
持つ施設

就労などを理由に家庭で保育ができない保
護者に代わり、児童を保育する施設

ೝ定۠෼
˞̎

年少～年長児
クラス

（１号認定）

年少～年長児クラス（２号認定）または
０～２歳児クラス（３号認定）

０～２歳児
クラス

（３号認定）

対象

３歳以上の児童
（施設によって
は年度途中で満
３歳になった児
童の受入可）

保護者が次のいずれかの「保育を必要とする事由」に該当す
る世帯の児童（事由によって入園期間が異なります）

【保育を必要とする事由】
˔月48時間以上の就労　　　̝ 妊娠・出産
˔疾病・障がい　　　　　　˔求職活動
˔就学（職業訓練含む）　　　̝ 親族の介護・看護
˔災害復旧

申込ઌ 入園したい第１希望の施設

申込ํ๏ ˔申込書類を持参または郵送で提出（上記募集期間中必着）※３、※４
˔マイナポータルから電子申請（１号認定を除く）

ॻྨ഑ஔ ˔各施設、市役所本庁子育て支援課⑪番窓口および各支所地域振興課市民係
˔市ホームページからダウンロード

ೖԂܾ定
各施設が入園を
決定し、申込者
に連絡します。

˔市が入園を決定し、令和９年１月下旬ころに決定通知書を
送付します。

˔定員を超える申し込みがあったときは、保護者の就労状況
などにより保育の必要性の高い児童から入園を決定するた
め、第１希望の施設に入園できないことがあります。

๏なͲʹԼදのと͓りํࠐઃの֓ཁͱਃࢪ˔

˞̍ɿ̌ʙ̎ࣇࡀ·ͰのࣇಐΛ対象ʹ༬͔ΔࢪઃͰ͢ɻ
˞̎ɿྩ࿨̕೥݄̐̍日ࡏݱの೥ྸʹΑり·͢ɻ
˞̏ɿ֤ࢪઃͰ申込ॻྨのड͚औり΍ఏग़Λ͏ߦときはɺࣄલʹ֤ࢪઃʹ࿈བྷしͯͩ͘͞いɻ
˞̐ɿ֤ࢪઃのৄࡉはそΕͧΕのϗʔϜϖʔδΛ֬ೝ͢Δ͔ɺࢪઃ΁問い合わせͯͩ͘͞いɻ

ઃҰཡʹԼදのと͓りࢪ˔

۠෼ ઃ໊ࢪ ॴࡏ஍
（行੓۠） ి࿩൪߸ डೖ೥ྸ ։Ԃ࣌ؒ ৯څ

೔ٳ
อҭ
˞̑

認
定
こ
ど
も
園

༮ஓ
Ԃܕ ఱ ࢖ ༮ ஓ Ԃ 寿町４ 752-3466 満１歳～ 7：30～19：00

完全給食

幼
保
連
携
型

Ήͭみ͜Ͳ΋Ԃ 桑原 756-2424 ６か月～ 7：30～19：00

Ѫ ౠ ༮ ஓ Ԃ 川原町 752-3123 ６か月～ 7：30～19：00

࣊ ޫ ͜ Ͳ ΋ Ԃ 北新田１ 752-3587 ２か月～ 7：00～19：00 〇

いͣみ͜Ͳ΋Ԃ 昭和町３ 752-4472 ２か月～ 7：20～19：00 〇

த ৚ ͜ Ͳ ΋ Ԃ 中町 757-5446 ２か月～ 7：20～19：00

๺ ӽ ͜ Ͳ ΋ Ԃ 本町６の１ 757-3860 ２か月～ 7：15～19：15

しΜ͟͜Ͳ΋Ԃ 新座３ 757-6002 ２か月～ 7：30～19：00

͏͑の͜Ͳ΋Ԃ 上野 768-2321 ２か月～ 7：30～19：00

͋ ͓ の ΋ り 土市１ 758-3782 ２か月～ 7：30～19：00

େҪా͜Ͳ΋Ԃ 四日町１ 752-2009 ２か月～ 7：30～19：00

保
育
所
型

தཬな͔ΑしอҭԂ 田中 763-3322 ２か月～ 7：30～19：00

·ͭͩいอҭԂ 松代 597-2178 ２か月～ 7：30～19：00

ઍख͘͞ΒอҭԂ 学校町 768-2148 ２か月～ 7：00～19：00

͋いせΜ͜Ͳ΋Ԃ 山本町２ 757-0133 ２か月～ 7：20～19：00 〇

認
可
保
育
所

公
立

ಂౡอҭԂ˞ � 南鐙坂 757-8795 ６か月～ 7：30～19：00

３歳未満児
は完全給食
３歳以上児
は副食のみ

˞อҭԂࢁߴ � 錦町２ 757-8908 令和９年
４月１日
時点で

３歳以上
※６

7：30～19：00

きΒきΒ੢อҭԂ 下川原町 757-0338 7：30～19：00

দ೭ࢁอҭԂ˞� 松之山 596-2225 ６か月～ 7：30～19：00

ཱࢲ े 日 ொ ༮ ࣇ Ԃ 本町西１ 752-2068 ２か月～ 7：15～19：00 完全給食 ○

஍Ҭอҭॴ ਫ୔ೆ෦อҭԂ˞̕ 水沢３ 758-2229 満１歳～ 7：30～18：30 副食のみ

খن໛
อҭ
ॴۀࣄ

しΒ͏めอҭԂ 高田町４ 752-4959
２か月～
２歳児
※７

7：30～19：00 完全給食

˞̑ɿ日༵ɾॕ日ʹɺब࿑なͲͰอޢ者がՈఉͰอҭがͰきないときʹࣇಐΛ༬͔ΔอҭαʔϏεͰ͢ɻɹ
˞̒ɿきΐ͏ͩいがطʹೖԂしͯいΔࣇಐʹͭいͯは͔݄̐ʙड͚ೖΕがՄೳͰ͢ɻৄࡉはࢠҭͯࢧԉ՝อҭԂ܎ʹ問い合わせͯ

ͩ͘͞いɻ
˞̓ɿ೥গΫϥεҎ্のࣇಐはɺ࿈ࢪܞઃのʮࢁߴอҭԂʯ͔ʮ࣊ޫ͜Ͳ΋Ԃʯ΁༏ઌతʹೖԂͰき·͢ɻ
˞̔ɿे日ொࢢอҭॴదਖ਼Խܭը（Ҋ）ͰはɺಂౡอҭԂはྩ࿨��೥౓຤ɺࢁߴอҭԂはྩ࿨��೥౓຤ɺদ೭ࢁอҭԂはྩ࿨̕

೥౓຤ʹดԂ͢Δ༧定Ͱ͢ɻ͜のܭը（Ҋ）は��݄��日ࡏݱͰ֬定Ͱは͋り·せΜɻ
˞̕ɿਫ୔ೆ෦อҭԂはྩ࿨̕೥౓຤ʹดԂ͢Δ༧定Ͱ͢ɻ

˔ೝ定内容΍ࢪઃʹΑͬͯར༻ͰきΔ時ؒがҟなり·͢ɻ
ɹࢪઃが定めͨ時ؒ֎ʹར༻͢ΔときはɺԆ௕อҭ料が͔͔り·͢ɻ
˔όεૹܴΛر๬͢Δときはɺ֤ࢪઃʹ問い合わせͯͩ͘͞いɻ
なΔ͜とが͋り·͢ɻʹߋઃの৘ใはɺมࢪ֤˔

ཹҙ߲ࣄ
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஍
Ҭ
͙
Δ
Έ
Ͱ
࣮
ݱ
͢
Δ
ứ
҆
શ
ɾ
҆
৺
ͳ
·
ͪ
ͮ
͘
Γ
Ừ

~
犯
罪
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
は
︑
地
域
と
の
絆
か
ら
始
ま
り
ま
す
~

ʰे೔ொࢢ๷൜ٞڠձ�ླ໦ཾ࣍�ձ௕ΠϯλϏϡーʱ

඼Λ഑りながΒɺ͓٬͞Μ΁ൃܒ内のྔൢళͰࢢ
伴͔͚΍ಛघٗ࠮ඃ֐の๷ࢭΛݺͼֻ͚·͢ɻ

๷൜ඪޠʰい͔の͓͢しʱΛֶΜͰɺ
Βकり·͢ɻ͔ࡑͲ΋Λ൜ࢠ

（٢ాখֶߍ�੨৭๷൜ύτϩʔϧग़લ講࠲Αり）

当
協
議
会
で
は
、
市
内
量
販
店
で
お

客
さ
ん
に
自
宅
の
鍵
か
け
や
特
殊
詐
欺

被
害
の
防
止
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
で
の
防
犯
出
前
講
座

を
実
施
す
る
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
自

主
的
な
防
犯
活
動
の
き
っ
か
け
づ
く
り

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
根
底
に
は
「
地
域
の
安
全
は
地
域
で

守
る
」
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
警
察
や
行

政
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、
地
域
の
実

情
に
合
っ
た
き
め
細
や
か
な
活
動
こ
そ

が
、
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
第
一

歩
に
な
り
ま
す
。

ࢢ
๷
൜
ڠ
ٞ
会
ͷ
׆
ಈ
΍
ỏ
஍
Ҭ
͕

ࣗ
Β
๷
൜
׆
ಈ
ʹ
औ
Γ
૊
Ή
ҙ
ٛ
Λ
ڭ

͑
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
Ố

活
動
で
は
目
立
つ
こ
と
を
意
識
し
、

防
犯
ベ
ス
ト
や
防
犯
マ
グ
ネ
ッ
ト
を
付

け
た
車
で
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

犯
罪
者
は
人
の
目
や
声
を
嫌
う
の
で
、

見
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が

最
大
の
抑
止
力
に
な
り
ま
す
。

๷
൜
ͷ
໨
త
Λ
Ռ
ͨ
͢
ͨ
Ί
ʹ
ỏ
日

ࠒ
Ͳ
ͷ
Α
͏
ͳ
͜
ͱ
ʹ
ؾ
Λ
෇
͚
ͯ
ỏ

ύ
τ
ϩ
ồ
ϧ
΍
ݟ
क
Γ
ͳ
Ͳ
ͷ
׆
ಈ
Λ

͠
ͯ
͍
·
͢
͔
Ố

無
施
錠
に
つ
い
て
は
、
私
自
身
も
鍵

か
け
を
せ
ず
に
自
転
車
が
盗
難
さ
れ
た

経
験
が
あ
り
ま
す
。「
大
丈
夫
だ
ろ
う
」

と
い
う
意
識
を
捨
て
、
盗
ま
れ
な
い
環

境
づ
く
り
と
鍵
を
か
け
る
習
慣
が
何
よ

り
大
切
で
す
。
特
殊
詐
欺
に
つ
い
て

は
、
事
前
の
知
識
が
あ
り
、
誰
か
に
相

談
し
て
い
れ
ば
、
防
げ
た
被
害
が
多
く

ແ
ࢪ
ৣ
ʹ
Α
Δ
౪
೉
ɾ
ಛ
घ
࠮
ٗ
ɾ
ࢠ

Ͳ
΋
΁
ͷ
൜
ࡑ
ͱ
͍
͏
̏
ͭ
ͷ
՝
୊
ʹ
ͭ

͍
ͯ
ỏ
ͦ
Ε
ͧ
Ε
ڭ
͑
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
Ố

防
犯
へ
の
一
人
一
人
の
関
心
と
行
動

が
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
第

一
歩
で
す
。
ま
ず
自
分
に
で
き
る
こ
と

に
気
付
き
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め

て
み
て
く
だ
さ
い
。

ࢢ
ຽ
ͷ
օ
͞
Μ
΁
ϝ
ỽ
η
ồ
δ
Λ
͓

ئ
͍
͠
·
͢
Ố

あ
り
ま
す
。
地
域
で
発
行
す
る
広
報
誌

や
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
な
ど
、
地
域
独
自

の
取
り
組
み
で
高
齢
者
に
被
害
防
止
を

意
識
付
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
子
ど

も
へ
の
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
を

見
守
る
こ
と
が
被
害
防
止
の
第
一
歩
で

す
。
農
作
業
や
散
歩
で
の
一
声
で
も
子

ど
も
に
と
っ
て
大
き
な
安
心
に
つ
な
が

り
ま
す
。

ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
に

は
、
家
庭
内
で
の
ル
ー
ル
作
り
や
、
困

っ
た
と
き
に
親
や
先
生
な
ど
に
相
談
で

き
る
環
境
作
り
が
大
切
で
す
。
防
犯
標

語
「
い
か
の
お
す
し
」
を
日
頃
か
ら
徹

底
す
る
こ
と
も
忘
れ
ず
に
。

問
防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

︵
☎
７
５
７
︱
３
１
９
７
︶

ɹண৴Իが໐Δલʹ૬ख΁ࠂܯϝοηʔδがྲྀΕΔػೳ΍ɺ会
࿩内容がࣗಈͰ࿥Ի͞ΕΔػೳなͲが͋り·͢ɻಛघٗ࠮ඃ֐
の๷ࢭʹޮՌが͋り·͢ɻ

ɹݝ内のෆ৹者΍ಛघٗ࠮ɺΫϚग़຅なͲの৘ใΛ஍ਤʹදࣔ
͢Δػೳ΍ɺ๷൜ϒβʔ΍ΫϚླのػೳɺՈ଒΁ࡏݱ஍Λ஌Β
せΔػೳなͲΛඋ͑ͨ৽ׁࣜެ࡯ܯݝの無料ΞϓϦͰ͢ɻ

ຖ೥��݄��೔͔Β��೔͸ʮશࠃ஍Ҭ҆શӡ動ؒظʯͰ͢

ಛघٗ࠮౳のඃൃ֐ੜঢ়گ

۠෼
ྩ࿨̒೥ ྩ࿨̓೥

݅਺ ඃֹۚ֐ ݅਺ ඃֹۚ֐

े日ொ
ॺ࡯ܯ
؅内

特殊詐欺（オレオレ詐欺・還付金詐欺など） ３件 661万円 10件 3,830万円

特殊詐欺（SNS型投資・SNS型ロマンス） ６件 7,038万円 ５件 6,505万円

৽ׁݝ内
特殊詐欺（オレオレ詐欺・還付金詐欺など） 204件 ８億9,878万円 295件 14億7,332万円

特殊詐欺（SNS型投資・SNS型ロマンス） 132件 14億4,072万円 170件 20億6,072万円

े
日
ொ
ܯ
࡯
ॺ
ੜ
׆
҆
શ
՝

∁
໺
਺
അ
՝
௕
͔
Β
ͷ
Ξ
υ
ό
Π
ε特

殊
詐
欺
は
今
年

も
増
加
傾
向
で
、
十

日
町
警
察
署
管
内
で

も
１
月
か
ら
７
月
末

ま
で
の
期
間
で
10

件
・
４
︐４
３
４
万

円
の
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

本
人
同
士
が
直
接
対
面
し
な
い
特
殊
詐
欺
を
防
止
す
る

に
は
、
犯
人
か
ら
の
連
絡
を
受
け
な
い
こ
と
が
重
要
で

す
。
着
信
音
が
鳴
る
前
に
相
手
へ
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流

れ
る
、
防
犯
機
能
付
き
電
話
機
が
有
効
で
す
が
、
最
近
は
、

国
際
電
話
不
受
理
手
続
き
や
詐
欺
被
害
防
止
ア
プ
リ
も
普

及
し
始
め
て
い
ま
す
。
国
際
電
話
不
受
理
手
続
き
と
詐
欺

被
害
防
止
ア
プ
リ
は
、
国
際
電
話
を
使
用
す
る
犯
人
か
ら

の
着
信
を
拒
否
で
き
ま
す
の
で
、
防
犯
機
能
付
き
電
話
機

と
併
せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

今
年
は
特
に
、
ニ
セ
警
察
詐
欺
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
・
ロ

マ
ン
ス
詐
欺
が
増
加
し
て
い
ま
す
の
で
、
不
審
な
電
話
に

十
分
注
意
し
、
不
審
に
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
家
族
や
警
察
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ʰ๷൜ػೳ෇͖ి࿩ػʱ ৽ׁ࡯ܯݝ๷൜ΞϓϦʰʹ͍͕ͨϙϦスʱ
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「いきいき健康長寿のためのワンポイントアドバイス」
のώϯτؾݩΔͤࢼʹ͙͢

໰߹せɿ地域έΞਪਐ՝�地域แׅࢧԉ�5���5☎܎��

͜のコーφーͰ͸ɺे೔ொ͍͖͍͖健康ௐࠪ（ฏ੒��೥ʙྩ࿨̒೥ʹ͔͚ͯࢢ಺のऀྸߴΛର৅ʹ࣮ࢪ）͔
ΒΘ͔ͬͨ健康௕णのൿ݃Λ়ו઒ઌੜ͕͓఻͑͠·͢ɻ

つまり、ձ࿩΍͔ࣖΒೖΔԻは೴΁のେ੾なܹࢗであり、聞こえを保つことは “ೝ஌
঱の༧๷z にもつながります。

ɹçʙे೔ொ͍͖͍͖健康ௐ͔ࠪΒΘ͔ͬͨ͜ͱʙ

˔ฉ͑͜（ௌྗ）͕อͨΕ͍ͯΔਓ΄Ͳɺೝ஌ػೳ΋อͨΕ΍͍͢
˔൓ରʹɺฉ͑͜（ௌྗ）͕௿Լ͍ͯ͠ΔਓͰ͸ɺೝ஌ػೳ͕௿Լ͠΍͍͢

઒ઌੜのו়

়
㆗㇇ㆄ
ו
ㆶ
઒
ㆋ㇏
ઌੜ

෦ٕ؂ʗࢱຽ෱ࢢ
৽ׁେֶಛ೚ڭत

10*/5
ҎԼの߲໨ʹͻとͭͰ΋νΣοΫがͭいͨΒૣΊʹࣖඓՊͰ૬ஊΛし·しΐ͏ɻ

ܰ౓の೉ௌͰ͸֮ࣗ঱ঢ়͕΄ͱΜͲ͋Γ·ͤΜɻ

ϫΫνϯछྨ
ऀྸߴ খࣇ

ΠϯϑルΤϯβ ৽ܕコロφ΢Πルス
છ঱ײ ΠϯϑルΤϯβ

઀छඅ༻
1,650円 8,000円 接種料金から

１回1,000円減額ੜ׆อੈޢଳのਓ͸ແྉ

઀छճ਺ １回 １回 ２回

ର৅ऀ

接種日に次のいずれかに該当する人
①65歳以上の人
②60歳～64歳で、心臓・じん臓・呼吸器

の機能またはヒト免疫不全ウイルスによ
る免疫の機能に障がいがある人（身体障
害者手帳１級相当の人）

市内に住所がある中
学３年生以下の人

ॿ੒ؒظ 令和８年10月１日から令和９年３月31日まで

ؔػҩྍࢪ࣮
市内の医療機関、津南病院・石川医院・古藤医院（津南町）、藤
巻医院（小千谷市）
※詳細は市ホームページの実施医療機関一覧を確認

࣋ͪ෺ マイナンバーカードなどの本人確認書類、
接種費用、お薬手帳など

母子手帳、医療機関
から指示があったも
のなど

ͦのଞ 県外での接種を希望する人は事前に問い合
わせ

実施医療機関以外で
接種するときは減額
不可

஫ҙ߲ࣄ

・申込時に対象者であることを伝えてください。支払い後に健康
づくり推進課で減額分の払い戻し手続きはできません。

・新型コロナワクチンとその他のワクチンとの同時接種は、医師
が特に必要と認めたときは可能です。その他ワクチンとの接種
間隔に制限はありません。

予
防
接
種
を
受
け
て
「
重
症
化
」
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

Π
ϯ
ϑ
ϧ
Τ
ϯ
β
ɾ
৽
ܕ
ί
ϩ
φ
΢
Π
ϧ
ε
ײ
છ
঱
ͷ

༧
๷
઀
छ
ͷ
͓
஌
Β
ͤ問

健
康
づ
く
り
推
進
課
母
子
保
健
係
︵
☎
７
５
７
︱
９
７
５
９
︶

˘会࿩ΛしͯいΔ時ʹฉきฦ͢͜とがΑ͋͘Δ
˘Ո଒ʹςϨϏ΍ϥδΦのԻྔがେきいとΑ͘ݴわΕΔ
˘૬खのͨͬݴ内容ΛฉきऔΕな͔ͬͨときɺਪଌͰݴ༿Λ൑அ͢Δ͜とが͋Δ
˘େ੎のਓがいΔ場ॴ΍पりが͏Δ͞いதͰの会࿩はɺฉきͨいਓの੠がฉきͮΒい
Ϩϯδのʮνϯʯとい͏Ի΍υΞのνϟΠϜのԻがฉ͑͜ʹ͘いࢠి˘
˘ࣖ໐りが͢Δ

ิௌثΛ
্खʹͯͬ࢖ɺ
ձ࿩΍֎ग़Λ

ָ͠Έ·͠ΐ͏ɻ

ग़యɿ৽ׁݝʮਖ਼し͘஌Ζ͏�ࣖのฉ͑͜とิௌثʯΑり

͜のコーφーͰ͸ࢢຽのօ͞Μ͕健康ͮ͘ΓʹऔΓ૊Έɺ
୭΋͕ੜ֔ؾݩͰ健΍͔ʹ฻ΒͤΔΑ͏ʹɺ健康ͮ͘Γ΍৯ҭɺ
Պอ健ʹִ͍݄ͭͯͰ͓ಧ͚͠·͢ɻࣃ

問健康ͮ͘Γਪ進՝（ὸ��������）

健康ͱ͓͔·ͪ��ͱ͸
ɹे日ொ૿߁݈ࢢਐܭըの͜とͰɺੜ׆श׳ප΍そのݪҼとなΔੜ׆श׳の
վળΛ໨తとしͯɺ֤࣏ࣗମͰࡦ定͢ΔܭըͰ͢ɻ

動脈硬化Λ༧๷͠·͠ΐ͏ɻ08

ୈ݈̏࣍߁と͓͔·ち��は
ϗʔϜϖʔδͰӾཡͰき·͢ɻࢢ

े೔ொࢢಛఆ健਍の݁Ռ
令和７年度の特定健診の結果では、血糖値の

高い人が７割、高LDLが５割以上、収縮期血圧
が高い人は約４割でした。

高血糖・脂質異常・高血圧は、いずれも動脈
硬化を進行させる危険因子です。

Ұ೥ʹҰ౓健਍Λड͚·͠ΐ͏
まずは年１回健康診査を受けて、自分の体の

状態を知りましょう。
受診が必要と判定されたら、早めに医療機関

を受診しましょう。

��ˋ

��ˋ

��ˋ

��ˋ

�ˋ
#.* ऩॖظ血ѹ ֦ுظ血ѹ -%-ߴ 血౶

����ˋ ����ˋ ����ˋ ����ˋ ����ˋ

3̓೥౓�े೔ொࢢಛఆ健਍�อ健ࢦಋ൑ఆ஋Ҏ্のׂ߹

˞ಛ定݈਍対象者ɿ��ʙ Ճೖ者ݥอ߁ຽ݈ࠃのࡀ��

動脈硬化ͬͯなʹʁ
動脈硬化とは、本来しなやかで弾力のある血管が、

硬く・狭くなり、血液が流れにくくなる状態です。
LDL（悪玉）コレステロールが血管壁に蓄積・酸化す
ると、プラーク（塊）を形成し、血管を狭め、もろく
破れやすくなります。加齢のほか、高血糖・脂質異常・
高血圧などの生活習慣病や、肥満・喫煙・過度なアル
コール摂取などが大きく影響します。動脈硬化は、自
覚症状がなく、静かに、何十年もかけて進みます。

動脈硬化の進行

コレステロールの蓄積

健康な血管 血栓（血の塊）

ੜ׆श׳Λݟ௚͠·͠ΐ͏動脈硬化͕進行͢Δͱ
動脈硬化が進行すると、全身にさまざまな合併

症を引き起こす危険があります。血管が狭くなる
ことで、脳梗塞や心筋梗塞といった血液の塊（血
栓）が詰まる病気のリスクが高まります。また、
血管がもろくなることで、出血しやすい状態とな
り、脳出血やクモ膜下出血といった病気につなが
る恐れがあります。さらに、動脈硬化により腎臓
の血流が減ることで腎
障害が進み、慢性腎不
全（CKD）になる恐れ
があります。

े೔ொࢢ͸ɺ
೴ग़血΍೴伷࠹なͲの
೴血管࣬ױͰ๢͘なΔ
ਓのׂ߹͕͍ߴʂ

動脈硬化の༧๷ʹ͸ɺ
ੜ׆श׳のվળ͕ඞཁͰ͢ɻ

◎৯ࣄ：塩分、糖分、脂肪分の過剰摂取を控
え、野菜・魚・食物繊維を積極的に摂りま
しょう。バランスのよい食事は、高血糖・
脂質異常・高血圧の予防につながります。

◎ద౓なӡ動：ウォーキングや水泳などの有
酸素運動やストレッチを１日10分×３回
から始めてみましょう。（※医師の指示が
あるときは、医師の指示に従ってください）

◎禁煙および節酒は、最も効果的な予防策の
ひとつです。
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問ۀ࢈੓ࡦ՝ܦӦࢧԉ܎ὸ��������

十日町の
仕事百景

キラリ輝く企業・ワーカーを紹介

w

ʮ΁͗ͭΏʯͰ఻౷ΛຯΘ ʂ͏�΁͗ͦ͹ϑΣス����։࠵

地球にいい話エコラビの

～守ろう つくろう 自然環境～

7PM��

ごみを出す日や捨て方などで困った経験はありません
か？　市では、ごみに関する様々な情報を身近なスマート
フォンで簡単に確認できる無料アプリ「エコラビ」を配信
しています。（通信料は利用者負担）

Ճళฮࢀೖɻߪ໙̎ାが෇いͨϥϦʔηοτΛൢചళͰס
Λ८ͬͯ̎ͭҎ্のελϯϓΛूめͯԠื͢ΔとɺநબͰ৆
඼Λήοτʂ఻౷తな໙ͭΏʹʮ०の৯ࡐʯΛͨͬ࢖τοϐ
ϯά΍ʮ༸෩ΞϨϯδʯなͲɺقઅΛ͡ײɺύελ֮ײͰָ
しめΔ૑ܥ࡞なͲʹνϟϨϯδしͯい·͢ɻͥͻ͝ࢀՃͩ͘
͞いɻ˞ݶ定ϝχϡʔのఏڙがないళฮ΋͋り·͢ɻ

10月15日㈭～11月30日㈪＝ؒظ●
●ओ࠵＝へぎそばの里 越後十日町地そばまつり実行委員会
問道の駅クロステン十日町（☎757-2323）

「へぎそばフェス2026」が
開催されます

問े ೔ொࢢຽڥ؀ձٞç஍ٿԹஆ化ରࡦ෦ձ
（��������Ӵੜ՝಺ὸڥ؀）

͝みग़しΛ΋ͬとศརʹʂ
͝み෼ผΞϓϦʮΤίϥϏʯ
Λ͝ར༻ͩ͘͞いʂ

ೳػຊج

ɾऩू೔Χレϯμー
ɾΞϥーτ௨஌
ɾ͝Έ෼ผࣙయ
ɾ͝Έのग़͠ํ

ʲμ΢ϯローυ͸ͪ͜Βʳ
J04 "OESPJE

˔ͭな͗ʹւ૶のʮ෍ւଽ（;のΓ）ʯΛ࢖༻
˔ʮ΁͗ʯͱ͍ΘΕΔ໦ͰͰ͖ͨثʹ੝Γ෇͚Δ
˔ lखৼΓz΍ lख܁Γzͱݺ͹ΕΔํ๏ͰҰޱେʹؙΊΔ

当市を代表する食の１つ「へぎそば」は、新潟県のご当地グルメとしても多く
の人に愛されています。きもの文化とのつながりも深く、地域文化を語る上でも
欠かせないもの。この機会に「へぎそば」の魅力を再発見しませんか。

৽৘ใは͜ちΒ͔Β࠷

े日ொ஍Ҭ΁͗そ͹૊合
ΠϯελάϥϜ

΁͗ͦ͹の
ಛ௃

ࣾձ෱ࢱ๏ਓদ୅෱ࢱձ
ಛผཆޢ࿝ਓϗーϜ
΄͘΄͘のཬ
े日ொࢢଠฏ���൪஍�
ὸ��������
員਺ɿ��ਓۀै
ɺ৴པ͞ΕΔ͑ࢧཁɿʮ஍ҬΛ֓ۀࣄ
๏ਓʯΛ໨ࢦしɺྸߴ者ɾোがい者ɾ
の̏෼໺ʹわͨΔ૯合తなࢱಐ෱ࣇ
෱ࢱαʔϏεΛఏڙしͯいΔɻ

༮い͔ࠒΒʮྸߴ者Λେ切ʹしͨいʯとい͏ࢥいが͋りɺࣗ
વとհޢのಓΛબͼ·しͨɻ౰時は·ͩʮհޢ෱࢜ࢱʯとい͏
քのମ੍΋੔ͬͯい·せΜͰしͨɻそۀ༿΋ҰൠతͰな͘ɺݴ
ΕͰ΋ɺࣗ෼の΍りͨい͜とΛͭݟめ௚しͨときɺ΍ͬͺり෱
し·しͨɻࢤいɺ͜のಓΛࢥわりͨいとܞʹのੈքࢱ

2��͜のࣄ࢓ʹ͍͖͔͚ͭͨͬ͸ʁ

௕೥ಇ͘தͰɺհޢΛऔりڥ؀͘רのܶతなมԽΛͯ͡ײい
·͢ɻσδλϧԽ΍"*׆༻ʹΑりۀ຿がޮ཰Խ͞Εɺར༻者͞
き合͏時ؒが૿͑·しͨɻҰํͰɺมわΒないのは஍Ҭ޲ʹ·
ີணܕなΒͰはのԹ͔͞Ͱ͢ɻ৬員とར༻者͞·が҆৺しͯΏͬ
ͨりա͝せΔΞοτϗʔϜなงғؾは౰ࢪઃのಛ௃Ͱ͢Ͷɻ

2��ಇ͘தͰ͡ײΔม化͸͋Γ·͔͢ʁ

ށʹॳは೥ྸの཭Εͨར༻者͞·とのίϛϡχέʔγϣϯ࠷
࿭͏͜と΋ଟ͘ɺֶߍͰֶΜͩ͜と͚ͩͰは対ԠͰきない場໘
ʹԿ౓΋௚໘し·しͨɻʮຊ౰ʹ͜のಓͰいいの͔ʯと೰Ή͜と
΋͋り·しͨがɺઌഐͨち͔Βੵۃతʹֶͼɺ஥ؒと͑͋͑ࢧ
͔ͨΒ͜そɺࠓ日·Ͱาみଓ͚ΒΕͨとͯ͡ײい·͢ɻ

2��͜Ε·Ͱの౒ྗ΍ۤ࿑͸ʁ

ར༻者͞·͔Βのʮ͋りがと͏ʯのݴ༿΍সإはԿΑりの΍
りがいͰ͢ɻ෱ࢱのࣄ࢓はաͩࠅとࢥわΕがちͰ͢がɺಇき΍
͢いڥ؀΋੔ͬͯい·͢ɻ૬खのϖʔεʹ合わせɺযΒͣ଴ͭ
͜とがͰきΕ͹େৎ෉Ͱ͢ɻཔΕΔ஥ؒがαϙʔτしͯ͘ΕΔ
のͰɺະݧܦͰ΋҆৺しͯҰาΛ౿みग़しͯ΄しいͰ͢ɻ

2��࣍୅Λ୲͏एऀ΁のΤール

「特別」ではなく、
「いつもの毎日」を。

ʮࣄ࢓ඦܠʯのऔྗڠ͝ʹࡐい͚ͨͩΔࢢ内ۀاΛืूしͯい·͢ɻ
ৄし͘はɺۀ࢈੓ࡦ՝·Ͱ͓問い合わせͩ͘͞い（ὸ��������）

内ग़਎ɻࢢ
෱ܥࢱେֶΛଔޙۀɺਆಸ઒ݝ内の෱
ʹԽྸߴΛੵΉɻ྆਌のݧܦઃͰࢪࢱ
൐いे日ொࢢ΁̪λʔϯしʮ΄͘΄͘
のཬʯʹब৬ɻ෱ۀࢱքʹܞわͬͯ
��೥ɺࡏݱはհޢ৬員੹೚者としͯ
ҾしͯいΔɻݗ場Λݱ

ԕాɹͱ͠Έ͞Μ

৬員がੜきੜきとಇ͘ࢪઃ内は໌Δい
সい੠がઈ͑ないɻ

຿はৗʹར༻者とのίϛϡχέʔۀ
γϣϯΛָしみながΒɻ

松
代
福
祉
会
は
、
松
代
地
域
で
高
齢
者
介
護
、
障

が
い
者
福
祉
、
認
定
こ
ど
も
園
事
業
を
総
合
的

に
展
開
す
る
社
会
福
祉
法
人
。
地
域
社
会
の
幅
広
い

ニ
ー
ズ
に
応
え
、
福
祉
向
上
に
貢
献
す
る
き
め
細
や
か

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
今
回
取
材
し
た
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ほ
く
ほ
く
の
里
」
で
は
、
介
護
職

員
の
介
護
福
祉
士
資
格
保
有
率
が
97
％
を
超
え
、
高
い

専
門
性
で
利
用
者
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
、
安
心
で

き
る
環
境
を
提
供
し
て
い
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
カ
メ
ラ

セ
ン
サ
ー
、
Ａ
Ｉ
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
柔
軟
に
取
り

入
れ
、
職
員
の
負
担
軽
減
と
質
の
高
い
ケ
ア
を
実
現
。

多
職
種
が
連
携
し
、
利
用
者
と
の
絆
を
大
切
に
し
た
温

か
な
介
護
で
、
地
域
住
民
と
と
も
に
豊
か
な
社
会
を
築

い
て
い
る
。

ứ
ม
Θ
Δ
΋
ͷ
ͱ
ม
Θ
Β
ͳ
͍
΋
ͷ
Ố

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
د
Γ
ఴ
͏
৺
͕
ỏ
஍
Ҭ
ͷ
ະ
དྷ
Λ
૑
Δ
ỐỪ
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Ͱ·܎ௌ޿ใ޿Λืूしͯい·͢ɻৄし͘はࠂ޿Ͱはࢢ˞

ࡌܝࠂ޿

ΠϯελάϥϜͰ΋·ちの࿩୊Λ঺հしͯい·͢ɻࣜެࢢ

載ܝϗʔϜϖʔδͰはશϖʔδのࣸਅΛϑϧΧϥʔͰࢢ
しͯい·͢ɻࢢใと͓͔·ちిࢠ൛΋ͥͻ͝ཡͩ͘͞いɻ

໷ۭʹු͔ͿޫのΞーτ�·ͬͨΓԻʹਁΔळのͻͱͱ͖
݄̕��೔​ɿஈेΖ͏çறं৔

秋の夜長を楽しむイベント「Light ＆ Lounge Concert in 
光り織」が、段十ろう 駐車場で初開催されました。

当日は「光り織」の明かりが華やかに灯り、訪れた人は持
参した椅子やシートで寛ぎながら音楽に耳を傾けたり、キッ
チンカーのグルメや家族、友人との会話を楽しんだり、思い
思いのスタイルで特別な時間を過ごしました。

࿝の೔Λܴ͑ͯʙܟΊͰͱ͏͍͟͝·͢çʙ͓ࡀ���
݄̕��೔（ܟ࿝の೔）ɿࢢ಺

令和８年度に100歳を迎えられる68人（大正15年４月１
日～昭和２年３月31日の間に出生）にお祝い状と記念品を
贈りました。そのうち、上村定市さん（貝ノ川）を関口市長
と花角知事が訪問し、お祝いの言葉を伝えました。上村さん
は100歳という年齢を感じさせないほどお元気で、長生きの
秘訣や趣味の畑仕事などのお話しをしてくれました。

また、今年度米寿の88歳を迎える人（昭和13年４月１日
～昭和14年３月31日に出生）にも記念品を贈呈しています。
節目の年を迎えた皆さん、おめでとうございます。 と͝Ո଒のօ͞Μ（ࠨલྻதԝ）Μ͞ࢢΛ্ܴ͑ͨଜ定ࡀ���

೤ઓͨ͛޿Γ܁੶΋ੈ୅΋௒͑ͯࠃ
݄̕��೔ ɿౕಸ઒Ωϟϯύス

奴奈川キャンパスで「大地の運動会」が開催され、地域
住民をはじめ市内外から多くの人が集まりました。

この運動会は大地の芸術祭の取り組みの一つであり、言
葉や文化、世代の違いを越え、みんなでスポーツや交流を
楽しむイベントです。国籍や世代など、さまざまな参加者
がチームに分かれ、熱戦を繰り広げました。

競技では特大の「おにぎり」を協力して転がす「おにぎ
りコロコロ」をはじめ、玉入れやパン食い競争、綱引きな
どで熱戦を展開。昼食では参加者が輪になり、手作りのお
弁当を楽しみました。さらに、太鼓パフォーマンス集団「鬼
太鼓座」や瀬戸内国際芸術祭スタッフによるパフォーマン
スも披露され、会場は終始大盛り上がり。最後にはチーム
の垣根を越えて全員で踊り、健闘を称え合いました。

なお、本イベントの運営に携わっているNPO法人越後
妻有里山協働機構は、この取り組みが高く評価され、令和
７年度に「国際交流基金地球市民賞」を受賞しています。

―
１
０
９
６
―
０
３
９
５
）

ୈ
øÿ
ճ
े
日
ொ
Ѫ
ੴ
会

ਫ
ੴ
ల

日
10
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
（
25
日
は
午
後
４
時

ま
で
）

会
越
後
妻
有
文
化
ホ
ー
ル「
段
十
ろ
う
」

問
大
海
（
☎
０
９
０
―
２
２
２
１
―

１
５
１
８
）

ࢠ
Ͳ
΋
ͨ
ͪ
ͷ
ൃ
૝
͕
ޫ
Δ
ʂ

ϝ
Ψ
ω
σ
β
Π
ϯ
ల

日
10
月
24
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
６

時
、
25
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

会
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー「
十
じ
ろ
う
」

内
創
業
95
年
を
記
念
し
て
、
十
日
町

市
・
津
南
町
の
小
・
中
学
生
、
高

校
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
メ
ガ
ネ
デ

ザ
イ
ン
１
０
０
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
最
優
秀
作
品
は
実
際
の
メ
ガ

ネ
と
し
て
制
作
し
、
会
場
で
初
公

開
し
ま
す
。

問
メ
ガ
ネ
・
補
聴
器
ミ
ヤ
コ
ヤ
（
☎

７
５
２
―
０
１
７
７
）

ࢢ
ຽ
ެ
։
講
࠲

೴
ͷ
݈
߁
ʹ
ͭ
͍
ͯ
ߟ
͑
Δ

Ỗ
ݟ
ಀ
͞
ͳ
͍
Ͱ
ʂ
̢
̘
̞
Ỗ

日
10
月
24
日
㈯
午
後
１
時
45
分
〜
２

時
45
分

会
ク
ロ
ス
テ
ン
十
日
町
３
階

対
認
知
症
な
ど
脳
の
健
康
に
関
心
が

あ
る
人

定
１
２
０
人

内
Ｍ
Ｃ
Ｉ
と
は
〜
早
期
発
見
・
相
談

で
未
来
に
つ
な
ぐ
〜
／
脳
関
連
疾

患
の
地
域
連
携
に
つ
い
て

講
宮
永
和
夫
さ
ん
（
ゆ
き
ぐ
に
大
和

診
療
所
医
師
）、
寺
島
健
史
さ
ん

（
魚
沼
基
幹
病
院
医
師
）

〆
10
月
23
日
㈮

申
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申
込
み

問
エ
ー
ザ
イ
株
式
会
社
・
佐
々
木

（
☎
０
９
０
―
７
６
３
５
―
２
３

１
５
）

催
し
・
講
座

ୈ
ùý
ճ
ަ
௨
҆
શ
େ
会

日
10
月
20
日
㈫
午
後
1
時
30
分
〜

会
越
後
妻
有
文
化
ホ
ー
ル「
段
十
ろ
う
」

内
式
典
の
部
（
来
賓
あ
い
さ
つ
、
交

通
安
全
誓
い
の
言
葉
な
ど
）、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
部
（
交
通
安
全

講
話
、
中
野
小
路
た
か
ま
ろ
さ
ん

に
よ
る
交
通
安
全
漫
談
）

問
（
公
財
）
十
日
町
地
区
交
通
安
全

協
会
（
☎
７
５
７
―
６
０
５
５
）

ୈ
̎
ճ
ळ
ق
ɾ
ඒ
ڠ
ల

日
10
月
23
日
㈮
〜
25
日
㈰
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
（
25
日
は
午
後
４
時

ま
で
）

会
情
報
館

内
絵
画
、
工
芸
、
写
真
、
彫
刻
な
ど

問
市
美
術
協
会
・
小
林
（
☎
０
８
０
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お知らせ・ガイド

お知らせ
ガイド

本紙に掲載しているイベント・催し・
相談などでも、中止・延期となること
があります。最新情報は、それぞれ問
い合わせ先へ確認してください。

市内公共施設のイベント情報
は、市ホームページでも確認
いただけます。

十日町市　イベント情報
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円
増
）
※
段
サ
ポ
５
０
０
円
割
引

券
使
用
可
能

内
長
く
愛
さ
れ
る
唱
歌
や
歌
謡
曲
な

ど
誰
も
が
一
度
は
口
ず
さ
ん
だ
こ

と
の
あ
る
楽
曲
を
、
Ｔ
Ｈ
Ｅ
カ
ル

テ
ッ
ト
の
熱
唱
と
共
に
楽
し
む
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。

他
車
椅
子
希
望
者
は
購
入
時
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

〈
共
通
〉

●
ϓ
Ϩ
Π
Ψ
Π
υ
・
会
・
問
越
後
妻

有
文
化
ホ
ー
ル
「
段
十
ろ
う
」（
☎

７
５
７
―
５
０
１
１
）

ࣗ
વ
ମ
ݧ
׆
ಈ
ࢦ
ಋ
ऀ
ớ
̣
̚

̖
̡
Ϧ
ồ
μ
ồ
Ờ
ཆ
੒
ݚ
म

日
11
月
７
日
㈯
午
前
９
時
40
分
〜
午

後
７
時
40
分
、
８
日
㈰
午
前
７
時

50
分
〜
午
後
７
時
10
分

会
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
水
辺
の
ホ
ー
ル

対
18
歳
以
上

￥
１
万
円
、学
生
８
千
円
※
食
事
代
・

資
格
登
録
料
は
別
途
必
要

定
先
着
25
人

内
野
外
教
育
現
場
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

必
要
な
基
礎
的
な
知
識
と
技
術
の
習

得
を
目
標
に
し
た
研
修
会
で
す
。

〆
10
月
24
日
㈯
正
午

申
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ポ
ポ
ラ
Ｎ
Ｅ
Ａ

Ｌ
」
で
検
索

問
あ
て
ま
森
と
水
辺
の
教
室
ポ
ポ
ラ

（
☎
７
５
８
―
４
８
１
１
）

時
10
分
・
午
後
２
時
〜
４
時
10
分

（
２
回
上
映
）

定
各
回
先
着
93
人（
要
事
前
申
込
み
）

〈
共
通
〉

会
・
申
・
問
情
報
館
（
☎
７
５
０
―

５
１
０
０
）

（$）����ʮ฼と฻せ͹ʯ
੡࡞ҕ員会

ӽ
ޙ
࠺
༗
จ
Խ
ϗ
ồ
ϧ
ủ
ஈ

े
Ζ
͏
Ứ
͔
Β
ͷ
͓
஌
Β
ͤ

ừ
ά
ϥ
ϯ
υ
ϐ
Ξ
ϊ
ԋ
૗
ମ
ݧ
会
Ỗ

̎
୆
ͷ
ϐ
Ξ
ϊ
ͷ
ڹ
͖
Λ
ϗ
ồ
ϧ
Ͱ

ମ
ݧ
Ỗ
Ử

日
11
月
１
日
㈰
〜
４
日
㈬
午
前
９
時

15
分
〜
午
後
８
時

￥
１
区
分
７
０
０
円
（
30
分
）

●
ϐ
Ξ
ϊ
＝
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
Ｅ
Ｎ

／
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｆ

●
ड
෇
։
࢝
＝
10
月
19
日
㈪
午
前
９

時
〜

他
詳
細
は
段
十
ろ
う
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、Facebook

、
各
公
民
館
配

置
の
チ
ラ
シ
を
確
認

ừ
ত
࿨
Վ
ག
ί
ϯ
α
ồ
τ
Ử

日
11
月
29
日
㈰
開
演
午
後
１
時
（
開

場
は
午
後
0
時
30
分
〜
）

￥
全
席
指
定
3
千
円
（
当
日
５
０
０

øø
݄
ú
日
 
‌

˗
Լ
৚
ެ
ຽ
ؗ
্
૊
෼
ؗ
ủ
্
૊
෼

ؗ
จ
Խ
ࡇ
Ứ

●
࣌
ؒ
＝
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

内
作
品
展
示
、
農
産
物
即
売
会
、
リ

サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
、
食
品
バ
ザ
ー

な
ど

会
原
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

他
天
満
宮
秋
季
大
祭
も
開
催

問
下
条
公
民
館
（
☎
７
５
５
―
２
０

０
４
）

˗
த
৚
ެ
ຽ
ؗ
େ
Ҫ
ా
෼
ؗ
ủ
େ
Ҫ

ా
஍
۠
จ
Խ
ࡇ
ˍ
ܳ
ೳ
ࡇ
Ứ

●
࣌
ؒ
＝
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

内
大
井
田
分
館
講
座
で
の
制
作
物
や

地
域
の
人
の
作
品
（
書
・
焼
物
な

ど
）
を
展
示
、
焼
物
即
売
会
、
利

用
団
体
や
地
域
の
人
に
よ
る
芸
能

発
表
（
踊
り
・
唄
な
ど
）、
コ
ー

ヒ
ー
粉
販
売
・
屋
台
・
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
出
店

会
大
井
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

問
中
条
公
民
館
（
☎
７
５
２
―
２
７

４
８
）

˗
த
ཬ
ެ
ຽ
ủؗ
ͳ
͔
͞
ͱ
ܳ
ೳ
ࡇ
Ứ

●
࣌
ؒ
＝
正
午
〜
午
後
３
時
30
分

内
利
用
団
体
・
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ

る
ス
テ
ー
ジ
発
表

会
ユ
ー
モ
ー
ル

問
中
里
公
民
館
（
☎
７
６
３
―
２
４

９
３
）

øø
݄
þ
日
​
ŋ
ÿ
日
 

˗
த
ԝ
ެ
ຽ
ؗ
·
ͭ
Γ

●
࣌
ؒ
＝
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

※
８
日
は
午
後
４
時
頃
ま
で

内
講
座
生
や
利
用
団
体
の
作
品
展

示
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど

※
ス
テ
ー
ジ
発
表
は
８
日
の
み

会
越
後
妻
有
文
化
ホ
ー
ル
「
段
十
ろ

う
」、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
「
十

じ
ろ
う
」

他
ま
ち
な
か
╳
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ

同
時
開
催

問
越
後
妻
有
文
化
ホ
ー
ル
「
段
十
ろ

う
」（
☎
７
５
７
―
５
０
１
１
）

˗
઒
੢
ެ
ຽ
ؗ
ủ
ୈ
ùù
ճ
઒
੢
஍
Ҭ

จ
Խ
ࡇ
Ứ

●
࣌
ؒ
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
８
日
は
午
後
４
時
ま
で

内
作
品
展
、
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
、

公
民
館
講
座
、
ビ
デ
オ
映
写
な
ど

会
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

問
川
西
公
民
館
（
☎
７
６
８
―
２
３

０
８
）

˗
দ
೭
ࢁ
ެ
ຽ
ؗ
ủ
দ
೭
ࢁ
ެ
ຽ
ؗ

·
ͭ
Γ
Ứ

●
࣌
ؒ
＝
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
８
日
は
午
後
２
時
ま
で

内
美
術
展
、
芸
能
発
表
、
ミ
ニ
講
座
、

松
之
山
出
身
の
水
彩
画
家
「
南
雲

義
男
」
特
別
企
画
展

会
松
之
山
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

他
８
日
は
松
之
山
産
業
祭
を
同
時
開
催

問
松
之
山
公
民
館
（
☎
５
９
６
―
２

２
６
５
）

øø
݄
øû
日
​
ŋ
øü
日
 

˗
த
ཬ
ެ
ຽ
ủؗ
ͳ
͔
͞
ͱ
ܳ
ज़
ࡇ
Ứ

●
࣌
ؒ
＝
午
前
９
時
〜
午
後
5
時

※
15
日
は
午
後
３
時
ま
で

内
利
用
団
体
・
小
中
学
生
や
一
般
か

ら
募
集
し
た
作
品
展
示
、特
別
展
、

体
験
イ
ベ
ン
ト
（
ク
レ
イ
ク
ラ
フ

ト
・
ピ
ア
ノ
演
奏
）

会
ユ
ー
モ
ー
ル

問
中
里
公
民
館
（
☎
７
６
３
―
２
４

９
３
）

会
段
十
ろ
う

多
目
的
ス
ペ
ー
ス

内
「
水
の
都
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
で
有

名
な
「
ヴ
ェ
ネ
ト
州
」、
イ
タ
リ

ア
の
社
交
の
場
「
ア
ペ
リ
テ
ィ
ー

ボ
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

問
企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係
（
☎
７

５
７
―
３
１
１
２
）

Ξ
ϯ
ί
ồ
ϧ
ల
ळ㽎

ౙ
ق
ا
ը
ల

ඒ
ਓ
ྛ
΋
ͷ
͕
ͨ
Γ
Ổ
ཬ
ࢁ
ͷ

ඒ
͠
͖
ϒ
φ
ͷ
৿
ͷ
ൿ
ີ
Ổ

テ
ー
マ
は「
美
人
林
」。
四
季
折
々

の
美
し
さ
の
背
景
を
、
里
山
の
暮
ら

し
や
雪
国
な
ら
で
は
の
ブ
ナ
の
生
態

か
ら
紐
解
き
ま
す
。
紅
葉
散
策
や
冬

季
の
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
体
験
と
併
せ
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
会
ظ
＝
10
月
17
日
㈯
〜
令
和
９
年

３
月
７
日
㈰

会
・
問
「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ
（
☎

５
９
５
―
８
３
１
１
）

৘
ใ
ؗ
ओ
࠵
ͷ
࠵
͠
ɾ
講
࠲

ừ
ୈ
̍
̍
̏
ճ
໊
࡞
ಡ
ॻ
講
࠲
Ử

日
10
月
25
日
㈰
午
後
２
時
〜
３
時
15
分

対
中
学
生
以
上

定
25
人

内
垣
谷
美
雨
の
「
老
後
の
資
金
が
あ

り
ま
せ
ん
」

講
庭
野
三
省
さ
ん

ừ
ө
ը
ủ
฼
ͱ
฻
ͤ
͹
Ứ
্
ө
会
Ử

日
11
月
15
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
０

ủ
͍
ͷ
ͪ
ɾ
Ѫ
ɾ
ਓ
ݖ
Ứ

े
日
ொ
ల

１
９
８
８
年
以
来
、
毎
年
新
潟
県

内
各
地
で
開
催
さ
れ
て
き
た
「
い
の

ち
・
愛
・
人
権
」
展
は
、
今
年
初
め

て
十
日
町
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ

の
人
権
展
で
は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
人
権
問
題
に
つ
い
て
学
び
、
差
別

を
な
く
す
た
め
の
感
性
、
知
識
、
行

動
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。
多
く
の
皆
さ

ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ừ
ø÷
݄
ùĀ
日
 
Ử

●
ه
೦
講
ԋ
会
＝
午
後
2
時
30
分
〜

4
時
30
分

ừ
ø÷
݄
ùĀ
日
 
Ỗ
øø
݄
�
日
 
Ử

●
ύ
ω
ϧ
ల
ࣔ
＝
午
前
9
時
〜
午
後

4
時
30
分
（
初
日
は
午
後
1
時
か

ら
、
最
終
日
は
午
後
1
時
ま
で
）

会
越
後
妻
有
文
化
ホ
ー
ル
・
十
日
町

市
中
央
公
民
館
「
段
十
ろ
う
」

問
市
民
生
活
課
（
☎
７
５
７
―
３
１

１
６
）

Π
λ
Ϧ
Ξ
ͷ
休
日

日
10
月
29
日
㈭
午
後
６
時
〜
７
時

ø÷
݄
øû
日
 
Ỗ
ø÷
݄
øÿ
日
 

˗
٢
ా
ެ
ຽ
ؗ
ủ
࡞
඼
ల
ࣔ
会
Ứ

●
࣌
ؒ
＝
10
月
14
日
午
後
1
時
〜
18

日
正
午
（
詳
細
は
問
合
せ
）

内
作
品
展
示
、
吉
田
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
発
表

会
・
問
吉
田
公
民
館
（
☎
７
５
２
―

２
８
７
４
）

ø÷
݄
ùü
日
 

˗
٢
ా
ެ
ຽ
ủؗ:0

4)
*%
"

ớࡇ
ൃ

ද
会
ỜỨ

●
࣌
ؒ
＝
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

内
吉
田
小
あ
す
な
ろ
太
鼓･

吉
田
中

吹
奏
楽
部
演
奏
・
市
内
音
楽
団
体

演
奏
ほ
か
（
予
定
）

会
吉
田
中
学
校
体
育
館

問
吉
田
公
民
館
（
☎
７
５
２
―
２
８

７
４
）

˗
Լ
৚
ެ
ຽ
ủؗ
Լ
৚
஍
۠
จ
Խ
ࡇ
Ứ

●
࣌
ؒ
＝
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

内
作
品
展
示
、
芸
能
発
表
、
リ
サ
イ

ク
ル
バ
ザ
ー
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

な
ど

会
利
雪
親
雪
総
合
セ
ン
タ
ー

会
・
問
下
条
公
民
館
（
☎
７
５
５
―

２
０
０
４
）

ø÷
݄
ùü
日
 

˗
ਫ
୔
஍
۠
ࢢ
ຽ
η
ϯ
λ
ồ
ủ
ୈ
ü÷

ճ
ਫ
୔
஍
۠
ຽ
จ
Խ
ࡇ
Ứ

●
࣌
ؒ
＝
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

内
各
団
体
・
地
域
の
皆
さ
ん
の
作
品

展
示
、50
周
年
記
念
演
芸
発
表
会
、

軽
食
販
売
、
マ
ル
シ
ェ
、
バ
ザ
ー

な
ど

会
・
問
水
沢
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー（
☎

７
５
８
―
３
１
０
１
）

øø
݄
ø
日
 

˗
઒
੢
ެ
ຽ
ủؗ
઒
੢
஍
Ҭ
จ
Խ
ࡇ
Ứ

内
利
用
団
体
な
ど
発
表
会

会
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
（
千
年
の
森
ホ
ー
ル
）

問
川
西
公
民
館
（
☎
７
６
８
―
２
３

０
８
）

˗
Լ
৚
ެ
ຽ
ؗ
্
৽
ా
෼
ؗ
ủ
্
৽

ా
෼
ؗ
จ
Խ
ࡇ
Ứ

●
࣌
ؒ
＝
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

内
作
品
展
示
、
食
品
バ
ザ
ー
な
ど

会
上
新
田
自
治
会
館

問
下
条
公
民
館
（
☎
７
５
５
―
２
０

０
４
）

˗
Լ
৚
ެ
ຽ
ؗ
Լ
૊
෼
ؗ
ủ
Լ
૊
෼

ؗ
·
ͭ
Γ
Ứ

●
࣌
ؒ
＝
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

内
作
品
展
示
、パ
ソ
コ
ン
体
験
教
室
、

食
品
バ
ザ
ー
な
ど

会
水
口
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

問
下
条
公
民
館
（
☎
７
５
５
―
２
０

０
４
）

øø
݄
ø
日
 
Ỗ
ú
日
 
‌

˗
দ
୅
ެ
ຽ
ủؗ
·
ͭ
ͩ
͍
จ
Խ
ࡇ
Ứ

●
࣌
ؒ
＝
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
※

３
日
は
午
後
３
時
ま
で

内
小
中
学
生
・
松
寿
大
学
生
・
講
座

生
・
利
用
団
体
な
ど
の
作
品
や
書

道
作
品
の
展
示
な
ど

会
松
代
総
合
セ
ン
タ
ー

問
松
代
公
民
館
（
☎
５
９
７
―
２
３

０
１
）

øø
݄
ú
日
 
‌

˗
઒
࣏
ެ
ຽ
ủؗ
઒
࣏
ެ
ຽ
ؗ
จ
Խ
ࡇ
Ứ

●
࣌
ؒ
＝
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

内
川
治
公
民
館
・
分
館
、
学
校
や
保

育
園
の
活
動
な
ど
で
製
作
さ
れ
た

作
品
の
展
示
※
各
種
即
売
会
、
バ

ザ
ー
あ
り

会
・
問
川
治
公
民
館
（
☎
７
５
２
─

２
２
２
３
）

˗
ඈ
౉
ެ
ຽ
ؗ

●
࣌
ؒ
＝
午
前
８
時
50
分
〜
11
時
40
分

内
作
品
展
示
、
利
用
団
体
の
発
表

会
飛
渡
第
一
小
学
校

問
飛
渡
公
民
館
（
☎
７
５
９
―
２
０

３
２
）

　
　

ྩ
࿨
̔
೥
౓

ެ
ຽ
ؗ
·
ͭ
Γ
ɾ
จ
Խ
ࡇ

22市報とおかまち　令和８年10月号市報とおかまち　令和８年10月号23

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番025が必要ですお知らせ・ガイド
休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員

締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物
日 休 会 対 ￥ 定 内

他 〆 申 問 Ｆ持 講 お知らせ・ガイド
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ื
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ื

ू

෱
ɾ݈ࢱ
߁

࠵
ɾ͠ߨ
࠲

ࢠ
ҭ
ͯ

ε
ϙ
ồ
π

͘
Β
ɾ͠૬
ஊ



ゆずります・ゆずってください「ゆずります」

Ͱ·܎ௌ޿ใ޿Λืूしͯい·͢ɻৄし͘はࠂ޿Ͱはࢢ˞

ࡌܝࠂ޿

午
前
）、ユ
ー
モ
ー
ル
事
務
局
（
☎

７
６
３
―
２
４
１
４
）

募

集

Ϙ
ỽ
ν
Ỿ
ڭ
ࣨ
ࢀ
Ճ
ऀ
ื
ू

日
10
月
19
日
㈪
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

対
概
ね
65
歳
以
上
の
人
（
初
め
て
の

人
大
歓
迎
）

定
15
人
程
度

持
内
履
き
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

講
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ネ
ー
ジ
ュ
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ

〆
各
回
開
催
日
の
４
日
前
ま
で

会
・
申
・
問
越
後
妻
有
文
化
ホ
ー
ル
・

十
日
町
市
中
央
公
民
館
「
段
十
ろ

う
」（
☎
７
５
７
―
５
０
１
１
）

ࣗ
Ӵ
׭
ื
ू

●
ื
ू
ظ
ؒ
＝
①
一
般
曹
候
補
生
：

11
月
20
日
㈮
ま
で
、
②
２
等
陸
・

海
・
空
士
（
任
期
制
自
衛
官
）
：

10
月
22
日
㈭
ま
で

●
Ԡ
ื
ࢿ
֨
＝
①
②
18
歳
以
上
33
歳
未
満

●
ࢼ
ݧ
日
ఔ
＝
①
１
次
試
験
：
11
月

28
日
㈯
〜
12
月
６
日
㈰
の
間
で
Ｗ
ｅ

ｂ
試
験
実
施
、
２
次
試
験
：
令
和
９

年
１
月
７
日
㈭
〜
13
日
㈬
の
う
ち
い

ず
れ
か
１
日
、
②
１
次
試
験
：
11
月

５
日
㈭
〜
８
日
㈰
の
間
で
Ｗ
ｅ
ｂ
試

験
実
施
、
口
述
試
験
・
身
体
検
査
：

11
月
14
日
㈯
（
高
田
駐
屯
地
）
ま
た

は
11
月
15
日
㈰
（
新
発
田
駐
屯
地
）

の
ど
ち
ら
か
１
日
で
実
施

問
自
衛
隊
新
潟
地
方
協
力
本
部
長
岡

出
張
所
（
☎
０
２
５
８
―
３
３
―

０
２
５
６
）

ݝ
ཱ
े
日
ொ
؃
ޢ
ઐ
໳
ֶ

ߍ
ೖ
ֶ
ࢼ
ớݧ
Ұ
ൠ
લ
ɾظ

ࣾ
会
ਓ
ಛ
ผ
Ờ

日
11
月
27
日
㈮
・
28
日
㈯

対
入
学
希
望
者

￥
入
学
考
査
料
９
６
０
０
円

定
一
般
前
期
：
20
人
程
度
、
社
会
人

特
別
：
若
干
名

他
詳
し
く
は
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ग़
ئ
ظ
ؒ
＝
10
月
28
日
㈬
〜
11
月

５
日
㈭

会
・
問
県
立
十
日
町
看
護
専
門
学
校

（
☎
７
５
７
―
３
４
５
０
）

े
日
ொ
ࢢ
ཱ
ా
୔
খ
ֶ
ߍ

ֶ
ߍ
څ
৯
ௐ
ཧ
һ
ื
ू

●
ब
ۀ
ܗ
ଶ
＝
会
計
年
度
任
用
職
員

（
フ
ル
タ
イ
ム
）

●
ब
ۀ
࣌
ؒ
＝
午
前
8
時
〜
午
後
４

時
45
分

●
ओ
ͳ
࢓
ࣄ
内
༰
＝
野
菜
の
洗
浄
や

食
材
な
ど
の
下
処
理
、
調
理
、
盛

付
、
配
膳
、
食
器
・
器
具
洗
浄
、

清
掃
・
消
毒

●
ඞ
ཁ
ࢿ
֨
＝
特
に
な
し
（
調
理
師

資
格
が
あ
れ
ば
な
お
可
）

他
事
前
に
施
設
見
学
を
希
望
す
る
と

き
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
学
校
教
育
課
・
宮
沢
（
☎
７
５
７

―
９
９
５
７
）

福
祉
・
健
康

øø
݄
ͷ
શ
݂
ݙ
݂

●
े
日
ொ
ࢢ
໾
ॴ
＝
9
日
㈪
午
前
10

時
〜
11
時

問
健
康
づ
く
り
推
進
課
母
子
保
健
係

（
☎
７
５
７
―
９
７
５
９
）

ϓ
ồ
ϧ
Ͱ
ے
τ
Ϩ

ମ
ྗ
Ξ
ỽ
ϓ
ڭ
ࣨ

日
11
月
20
日
〜
令
和
９
年
２
月
19
日

ま
で
の
毎
週
金
曜
日
午
後
1
時

15
分
〜
2
時
30
分
（
全
12
回
）

対
概
ね
65
歳
以
上
の
市
民

￥
教
室
参
加
費
は
無
料
、
た
だ
し
入
館
料

毎
回
８
０
０
円
の
ほ
か
保
険
料
支
払
い

内
水
中
運
動
、
健
康
講
話
ほ
か

持
水
着
、
ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ
、

バ
ス
タ
オ
ル
※
水
着
、
ス
イ
ミ
ン

グ
キ
ャ
ッ
プ
の
レ
ン
タ
ル
あ
り

会
・
申
・
問
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
（
☎

７
６
８
―
４
８
８
０
）

〆10月23日㈮午後４時
申・問市消費者協会事務局（市消費生活センター内☎757-3740・平日午前９時～午後４時）

　市報９月号で募集した「ゆずります・ゆずってください」に15点の品物が集まりました。希望者は本
庁舎（総合案内）・各支所（地域振興課）に配置している冊子または市ホームページで必ず品物の詳細を
確認してから申し込んでください。

඼物のৄࡉ
は͜ちΒ

ᶺ ඼ɹɹ物 ๬金ֹر
̍ ペット用ドライヤー 無料
̎ ペット用伸縮式リード 無料
̏ ペット用バリカン 無料
̐ ペット用ケージ 無料
̑ 個人用ショッピングカート①・② 無料
̒ ルームウォーカー 無料
̓ クロスカントリー用スキー靴①・② 無料
̔ ３段はしご 無料

ᶺ ඼ɹɹ物 ๬金ֹر
̕ ひな人形（７段飾り） 無料
�� ひな人形（５段・ガラスケース入り） 無料
�� サインボード 無料
�� 仏壇 無料
�� アルミスコップ 1,500円
�� 米収納庫①・② 各5,000円
�� 座卓 70,000円

ɾઌணॱͰは͋り·せΜɻෳ਺఺ԠืՄೳͰ͢ɻ
ɾԠื者ଟ਺の඼物はநબΛߦいɺ݁ Ռは��݄̏日 ‌Ҏ߱ʹ౰બ者のみʹ௨஌し·͢ɻ
౰બޙのΩϟϯηϧはͰき·せΜɻ
ɾΏͣりड͚ͨ඼物はɺ҆શΛ͔֬め͔ͯΒ࢖༻しͯͩ͘͞いɻ
ɹࢢとࢢফඅ者ڠ会はҰ切੹೚Λෛい·せΜɻ

！

ୈ
üÿ
ճ
े
日
ொ
ࢢ
ඒ
ज़
ల

日
11
月
13
日
㈮
〜
16
日
㈪
午
前
9
時

〜
午
後
6
時
（
最
終
日
は
午
後
3

時
ま
で
）

会
越
後
妻
有
文
化
ホ
ー
ル
・
十
日
町

市
中
央
公
民
館
「
段
十
ろ
う
」

他
表
彰
式
は
15
日
㈰
午
前
9
時
〜
9

時
30
分
に
開
催

問
生
涯
学
習
課
（
☎
７
５
７
―
５
０

１
１
）

੺
े
ࣈ
༮
ࣇ
҆
શ
๏

ࢧ
ԉ
һ
ཆ
੒
講
श
会

日
11
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰
午
前
９
時

〜
午
後
４
時

会
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
分
じ
ろ
う
」

対
満
15
歳
以
上

￥
２
２
０
０
円
（
教
材
代
・
保
険
料
）

※
当
日
支
払
い

定
先
着
10
人

内
事
故
の
予
防
、
病
気
・
発
熱
の
手

当
て
な
ど

〆
11
月
２
日
㈪

問
日
本
赤
十
字
社
十
日
町
市
地
区

（
社
会
福
祉
協
議
会
内
・
☎
７
５

７
―
３
５
６
５
）

े
日
ொ
ප
Ӄ
ࢢ
ຽ
ެ
։
講
࠲

೴
ଔ
த
Λ
๷
͝
͏
Ỗ
݂
ѹ

͔
Β
࢝
Ί
Δ
݈
߁
௕
ण
Ỗ

日
11
月
14
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分
（
受
付
は
午
後
１
時
〜
）

対
十
日
町
市
・
津
南
町
在
住
、
在
勤
者

定
50
人
程
度

内
脳
卒
中
予
防
、
血
圧
管
理
に
つ
い
て

講
十
日
町
病
院
医
師
、
薬
剤
師
、
管

理
栄
養
士

〆
11
月
6
日
㈮
※
定
員
に
達
し
次
第

締
切

申
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申
込
み

会
・
問
十
日
町
病
院
ア
ー
ト
部
事
務

局
（
☎
７
５
７
―
５
５
６
６
）

͸
͙
͘
Έ
ͷ
·
ͪ
ͮ
͘
Γ

ϑ
Ỽ
ồ
ϥ
Ϝ
̎
̌
̎
̒

日
11
月
15
日
㈰
午
後
１
時
20
分
〜
３

時
40
分（
開
場
は
午
後
０
時
50
分
）

会
越
後
妻
有
文
化
ホ
ー
ル「
段
十
ろ
う
」

定
７
０
０
人

内
十
日
町
ジ
ュ
ニ
ア
ウ
イ
ン
ド
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
演
奏
、
ス
マ
イ

リ
ー
キ
ク
チ
講
演
会
「
言
葉
の
責

任
ネ
ッ
ト
の
被
害
者
・
加
害
者

に
な
ら
な
い
た
め
に
〜
命
の
大
切

さ
、
人
生
の
大
切
さ
、
あ
き
ら
め

な
い
心
〜
」

他
手
話
通
訳
あ
り

問
生
涯
学
習
課
（
☎
７
５
７
―
５
０

１
１
）

ͭ
ͳ
͕
Γ
ͷ
ྠ
޿
͛
Α
͏
講
࠲

ớ
հ
ޢ
༧
๷
Ϙ
ϥ
ϯ
ς
ỹ
Ξ
講
࠲
Ờ

日
Ａ
：
11
月
18
日
㈬
・
12
月
２
日
㈬
、

Ｂ
：
11
月
19
日
㈭
・
12
月
3
日
㈭

各
日
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30
分

会
市
医
療
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

対
市
民
で
介
護
予
防
に
興
味
が
あ
る

人
、
通
い
場
や
サ
ロ
ン
を
運
営
し

て
い
る
人

内
２
日
間
で
運
動
、栄
養
、口
腔
ケ
ア
、

認
知
症
予
防
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
の
知
識
を
学
び
ま
す
。

持
飲
み
物
、
筆
記
用
具
、
動
き
や
す

い
服
装

〆
各
日
程
初
回
日
の
1
週
間
前

申
・
問
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
７

５
７
―
３
５
６
５
）

։
ؗ
ú÷
प
೥
੕
ͱ
৿
ͷ
ࢻ
ඒ
ज़
ؗ

ί
Ϩ
Ϋ
γ
ἀ
ϯ
ల
Ỗ
ఱ
ʹ
੕

஍
ʹ
͸
৿
ਓ
ͷ
৺
ʹ
ࢻ
Λ
Ỗ

日
11
月
30
日
㈪
ま
で
の
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
５
時
（
入
館
は
午
後
４

時
30
分
ま
で
）

休
火
曜
日
、
11
月
4
日
㈬
※
11
月
3

日
は
開
館

￥
５
０
０
円
、
小
・
中
学
生
２
０
０
円

内
こ
の
30
年
で
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
加

え
ら
れ
た
作
品
も
併
せ
て
展
示
し

ま
す
。
藤
巻
秀
正
彫
刻
め
ぐ
り

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
10
月
31
日
㈯

ま
で
開
催

会
・
問
星
と
森
の
詩
美
術
館
（
☎
７

５
２
―
７
２
０
２
）

๷
ࡂ
࢜
ཆ
੒
講
ớ࠲
̎
日
ؒ
ί
ồ
ε
Ờ

日
12
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰
午
前
９
時

〜
午
後
６
時

会
保
健
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
本
庁
隣
）

￥
６
万
２
千
円

定
30
人

他
資
格
取
得
経
費
の
補
助
制
度
が
あ

り
ま
す
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

〆
11
月
16
日
㈪

申
（
公
社
）
中
越
防
災
安
全
推
進
機
構

問
防
災
安
全
課
防
災
安
全
係
（
☎
７

５
７
―
３
１
９
７
）

ϓ
ϥ
ω
λ
Ϧ
΢
Ϝ

υ
ồ
Ϝ
த
ཬ
͖
ˑ
Β
˓
Β

11
月
の
情
報
番
組
で
す
。

●
౤
Ө
日
＝
第
１
・
第
２
日
曜
日
午

前
11
時
〜
（
約
35
分
間
）

会
ユ
ー
モ
ー
ル
２
階
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
室

￥
高
校
生
以
上
２
０
０
円
、
中
学
生
以

下
１
０
０
円
（
小
学
生
未
満
無
料
）

定
34
人

内
11
月
の
星
空
散
歩
・
古
代
エ
チ
オ

ピ
ア
王
家
の
物
語

問
中
里
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

（
☎
７
６
３
―
２
５
２
６
※
平
日

24市報とおかまち　令和８年10月号市報とおかまち　令和８年10月号25

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番025が必要ですお知らせ・ガイド
休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員

締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物
日 休 会 対 ￥ 定 内

他 〆 申 問 Ｆ持 講 お知らせ・ガイド

࠵
ɾ͠ߨ
࠲

ื

ू

෱
ɾ݈ࢱ
߁

ࢠ
ҭ
ͯ

ε
ϙ
ồ
π

͘
Β
ɾ͠૬
ஊ

ื

ू

෱
ɾ݈ࢱ
߁

࠵
ɾ͠ߨ
࠲

ࢠ
ҭ
ͯ

ε
ϙ
ồ
π

͘
Β
ɾ͠૬
ஊ



●
ࢢ
૯
߹
ମ
ҭ
ؗ
＝
17
日
㈫

●
઒
੢
૯
߹
ମ
ҭ
ؗ
＝
25
日
㈬

●
ͳ
͔
͞
ͱ
Ξ
Ϧ
ồ
φ
ớ
த
ཬ
ମ
ҭ

ؗ
Ờ
＝
10
日
㈫

●
দ
୅
૯
߹
ମ
ҭ
ؗ
＝
毎
週
㈪

●
ͻ
ͩ
·
Γ
ϓ
ồ
ϧ
＝
毎
週
㈫

●
Ω
ἀ
ϩ
ϩ
＝
毎
週
㈫
・
4
日
㈬

※
３
日
は
開
館

●
෼
͡
Ζ
͏
＝
毎
週
㈫

●
े
͡
Ζ
͏
＝
毎
週
㈫

Ϛ
Π
φ
ϯ
ό
ồ
Χ
ồ
υ

࣌
ؒ
֎
։
ி
ͷ
͓
஌
Β
ͤ

平
日
の
夜
間
や
休
日
に
も
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
電
子
証
明
書
の
更
新
や

異
動
な
ど
が
伴
う
手
続
き
は
不
可
）。

日
／
会

・
夜
間
（
午
後
７
時
30
分
ま
で
）
＝

10
月
22
日
㈭
、
11
月
12
日
㈭
／
本

庁
の
み

・
休
日
（
午
前
9
時
〜
正
午
）
10
月

25
日
㈰
／
本
庁
、
11
月
14
日
㈯
／

中
里
・
松
代
支
所
、
11
月
15
日
㈰

／
川
西
・
松
之
山
支
所

申
・
問
市
民
生
活
課
市
民
係
（
☎
７

５
５
―
５
１
５
４
）・
各
支
所
地

域
振
興
課
市
民
係
へ
電
話
ま
た
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約

৽の日ఔは࠷�
ϗʔϜϖʔδࢢ
Λ֬ೝ

家庭で使わなくなった品物を無料回収します
問環境衛生課廃棄物対策係（☎752-3924）

ճऩ෺͸ॾ֎ࠃͰ༗ޮ׆༻͞Ε·͢ɻ͝Έྔݮͱ࠶ར༻のͨΊʹ͝ྗڠΛ͓͍͠ئ·͢ɻ
●ճऩ೔࣌＝11月８日㈰午前９時から正午まで
˔ճऩ඼໨＝未使用または使用済みの食器類・カバン・くつ・ぬいぐるみ
　　　　　　※破損や汚れがある物は回収できません。
˔ճऩ৔ॴ＝資源物回収センター（エコクリーンセンター隣）

͵い͙Δみશൠ͵͍ Δ͙Έ

೔ຊਓܗ（ͻなਓܗɾ݄ޒਓܗなͲ）
ճऩͰ͖な͍෺

ॏശห౰ശɺՖළɺ౔ುなͲのௐཧث۩
ճऩͰ͖な͍෺

৯ྨث
ಃ࣓ث੡ɺΨϥε੡ɺڧԽ
Ψϥε੡ɺ໦੡ɺϓϥενο
Ϋ੡の৯ث（࿸ɾͲΜͿりɾ
ɾ౬のみɾΧοϓɾίοࡼ
ϓɾάϥεɾδϣοΩɾとͬ
͘りɾഋɾٸਢ）

・箱（段ボールなど）に食
器を入れて、隙間に丸め
た新聞紙などを詰めて食
器が中で動かないように
してください。

・段ボール箱のフタは止めないでください。
・化粧箱にセットで入っているものはそのま

ま持参してください。

৯ྨثのग़͠ํ

ӈϖΞͰἧͬͯいΔ͘ࠨ （ͭγϡʔζɺ
εύΠΫɺαϯμϧɺύϯϓε）

ͭ͘

スϦούɺ௕ۺ
ճऩͰ͖な͍෺

ֵɺ෍ɺΤφϝϧ੡のΧόϯ（Ϗδω
εόοάɺϘετϯόοάɺτʔτόο
άɺγϣϧμʔόοάɺϦϡοΫαο
Ϋɺϥϯυηϧ）

Χόϯ

・中身が確認できるビニール袋に入れる
か、ヒモでしばって持参してください。

Χόϯɾͭ͘ɾ͵͍͙ΔΈのग़͠ํ

下水処理センターを見学しませんか
衛生的な生活を送るために欠かせない下水

道の現状や汚水処理の仕組みを分かりやすく
紹介します。
日11月７日㈯・８日㈰午前９時30分から２時

間程度
会市下水処理センター（〒948-0072 十日町

市西本町３丁目688番地）
対市内在住者・在勤者
定各日50人
他来場者に粗品をプレゼ

ント
〆10月30日㈮
申・問電話・メール・二次元コー

ドのいずれかで、名前と参加人
数を上下水道課経営係（☎757-
6531・ メ ー ル：t-joge@city.tokamachi.
lg.jp）へ

子
育
て

ࢠ
ҭ
ͯ
ࢧ
ԉ
՝
ࢠ
ҭ
ͯ
ࢧ

ԉ
܎
͔
Β
ͷ
͓
஌
Β
ͤ

ừ
ྩ
࿨
̔
೥
౓
શ
ࠃ
ͻ
ͱ
Γ
਌
ੈ
ଳ

౳
ௐ
ࠪ
ͷ
࣮
ࢪ
Ử

こ
ど
も
家
庭
庁
で
は
、
11
月
1
日

現
在
で
全
国
ひ
と
り
親
世
帯
等
調
査

を
実
施
し
ま
す
。
無
作
為
に
選
ば
れ

た
調
査
地
区
の
母
子
世
帯
・
父
子
世

帯
お
よ
び
養
育
者
世
帯
を
対
象
に
、

生
活
や
仕
事
状
況
、
こ
ど
も
の
状

況
、
福
祉
制
度
の
利
用
状
況
な
ど
を

調
査
し
ま
す
。
対
象
世
帯
に
は
、
調

査
員
が
11
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
調
査

票
を
配
布
し
ま
す
。
調
査
へ
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

ừ
øø
݄
øø
日
 
͸
ࣇ
ಐ
ැ
ཆ
ख
౰
定

ظ
ࢧ
෷
日
Ử

９
・
10
月
分
の
児
童
扶
養
手
当

を
支
給
し
ま
す
。
手
当
額
は
手
当
証

書
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
10
月
に

認
定
を
受
け
た
人
は
、
令
和
９
年
１

月
に
11
・
12
月
分
の
手
当
を
支
給
し

ま
す
。

〈
共
通
〉

問
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

（
☎
７
５
７
―
３
７
１
９
）

ス
ポ
ー
ツ

ୈ
̎
ճ
ମ
ྗ
ν
ỻ
ỽ
Ϋ

日
10
月
28
日
㈬
午
後
7
時
〜

会
市
総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

対
市
内
在
住
・
在
勤
の
中
学
生
以
上

内
20
〜
64
歳
／
握
力
・
上
体
起
こ
し
・

長
座
体
前
屈
・
反
複
横
飛
び
・
20

ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
・
立
ち
幅
跳
び
、

65
〜
79
歳
／
握
力
・
上
体
起
こ
し
・

長
座
体
前
屈
・
開
眼
片
足
立
ち
・

10
ｍ
障
害
物
歩
行
・
６
分
間
歩
行

持
運
動
で
き
る
服
装
・
内
履
き
・
タ

オ
ル
・
飲
み
物

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
７
５
６
―

５
０
１
３
）

ळ
ͷ
ϊ
ϧ
σ
ỹ
ỽ
Ϋ
΢
Ỽ
ồ

Ω
ϯ
ά
JO
٢
ా

日
11
月
1
日
㈰
午
前
9
時
20
分
（
受

付
は
午
前
8
時
40
分
〜
）
※
雨
天

決
行

￥
高
校
生
以
上
１
２
０
０
円
（
当
日

１
５
０
０
円
）、
中
学
生
以
下
７

０
０
円
（
当
日
千
円
）
※
未
就
学

児
無
料

内
星
と
森
の
詩
美
術
館
経
由
コ
ー

ス
：
約
７
㎞ 

〆
10
月
23
日
㈮

他
レ
ン
タ
ル
ポ
ー
ル
無
料

問
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ハ
ウ
ス

（
☎
７
５
２
―
３
１
０
３
・
Ｆ
７

５
２
―
３
１
９
３
）
※
電
話
受
付

時
間
は
平
日
正
午
〜
午
後
1
時

く
ら
し
・
相
談

ø÷
݄
ͷ
ೲ
੫
ɾ
ೲ
෇

10
月
は
市
民
税
・
県
民
税
第
３
期
、

国
民
健
康
保
険
税
第
４
期
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
お
よ
び
介
護
保

険
料
第
７
期
の
納
付
月
で
す
。
期
限

（
11
月
２
日
）
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
税
務
課
（
☎
７
５
７
―
３
７
１

６
）・
市
民
生
活
課
（
☎
７
５
７

―
３
７
３
５
）・
福
祉
課
（
☎
７

５
７
―
３
７
５
７
）

øø
݄
ͷ
休
ؗ
日

●
ஈ
े
Ζ
͏
＝
第
２
・
４
㈪
※
13
日

㈮
〜
15
日
㈰
の
開
館
時
間
は
午
後

６
時
ま
で

●
ઍ
ख
த
ԝ
ί
ϛ
ỿ
χ
ς
ỹ
η
ϯ
λ
ồ

＝
毎
週
㈫

●
৘
ใ
ؗ
＝
第
２
・
４
㈪

●
ത
෺
ؗ
＝
２
日
㈪
・
９
日
㈪
・
16

日
㈪
・
24
日
㈫
・
30
日
㈪

●
·
ͭ
ͩ
͍
ઇ
ࠃ
೶
ߞ
จ
Խ
ଜ
η
ϯ

λ
ồ
ủ
೶
෣
୆
Ứɾ
·
ͭ
ͩ
͍
ڷ

౔
ࢿ
ྉ
ؗ
＝
毎
週
㈫
・
㈬
※
３
日

は
開
館

新潟県3R推進キャンペーン
にいがたもったいないゼロ推進キャンペーン実施中！

12月31日㈭まで＝ؒظࢪ࣮˔
Ճํ๏＝①新潟県資源循環推進課エコニャンのInstagramアカウントࢀ˔
　　　　　　　（右記二次元コード）をフォロー
　　　　　　②指定のハッシュタグを付けて、テーマに沿った写真を投稿

৯඼ロスݮ࡟ ҥྨϦϢース
　冷蔵庫などにしまった
まま忘れていた食材の写
真と、それを調理する
などして“救出”した写真
にˌ໎ࢠの৯ٹࡐग़େ࡞
ઓを付けて投稿してくだ
さい。

　衣類をもらったり、譲
ったりするなど、リユー
スした写真または衣類回
収ボックスの写真にˌΫ
ローθοτの͓ๅൃ۷େ
ઓを付けて投稿してく࡞
ださい。

　投稿した人の中からそれぞれ抽選で毎月３人にQUOカー
ドPay（3,000円分）、毎月10人に新潟県３R推進キャラク
ター「エコニャン」オリジナルグッズをプレゼントします。

問新潟県環境局資源循
環 推 進 課（ ☎025-
280-5160） ৄし͘は͜ちΒ
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要援護世帯の屋根雪除雪などに対する援助について

事業者の皆さまへ 令和９年１月からの
給与支払報告書提出方法変更に関するお知らせ

日降雪時期から令和９年３月31日㈬
対次の①～⑤のいずれかに該当し、対象要件①～⑤の全てに該当する世帯

①70歳以上の高齢者のみで構成される世帯
②配偶者のいない父または母と18歳以下の児童のみで構成される世帯
③父母に代わり児童を養育している世帯主と、父母のいない18歳以下の児童のみで構成される世帯
④身体障害者手帳１級～４級の交付を受けている人のみで構成される世帯
⑤知的障がい者のみ世帯などの要援護世帯で①～④に準ずる世帯
※年齢は令和９年３月31日時点の年齢です

問福祉課高齢者支援係（☎757-9758）または各支所地域振興課市民係

①自力で雪処理ができないこと
②除排雪を援助する二親等以内の親族がいないこと
③世帯員全員の市民税が非課税であること
④世帯員全員が他世帯の者の住民税の扶養親族となっていないこと
⑤生活保護法の適用を受けていないこと
˔ॿ੒ֹ＝50,000円分（多雪区域は60,000円分）の雪処理券、または屋根融雪にかかる燃料費（積雪

深に応じ０円～15,000円（多雪区域は０円～20,000円））
※対象となる可能性がある世帯に民生委員が訪問調査を実施し、申請書を配布します。

ର৅ཁ݅

要援護世帯への雪対策支援のあり方を見直し、屋根融雪にかかる燃料費の助成を令和10年３月31日
で終了することにしました。令和10年４月１日以降は、燃料費のように継続的にかかる費用の助成に
代わり、屋根融雪用ボイラーの交換費用に関する新たな補助制度を検討しています。詳細は決まり次第、
市報や市ホームページなどでお知らせします。
※雪処理券による援助は、令和10年度以降も引き続き実施する予定です。

͓஌Βͤ ԰ࠜ༥ઇ೩ྉඅॿ੒のऴྃʹ͍ͭͯ

ଟ
ॏ
࠴
຿
ʹ
ؾ
Λ
෇
͚
ͯ
ʂ

Ϡ
ϛ
ۚ
༥
ʹ
͸
ઈ
対
ʹ
ख
Λ

ग़
͞
ͳ
͍
Ͱ
͘
ͩ
͞
͍

「
返
済
の
た
め
に
別
の
借
金
が
増

え
、
生
活
が
苦
し
い
」
と
い
う
状
態

は
、
多
重
債
務
の
サ
イ
ン
で
す
。
そ

ん
な
と
き
「
す
ぐ
貸
し
ま
す
」、「
審

査
な
し
」
な
ど
と
誘
う
ヤ
ミ
金
融
は
、

法
外
な
利
息
や
脅
迫
的
な
取
り
立
て

で
、
生
活
を
さ
ら
に
追
い
詰
め
ま
す
。

ど
ん
な
に
苦
し
く
て
も
、
ヤ
ミ
金
融

に
は
絶
対
に
手
を
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
借
金
問
題
は
早
め
の
相
談
が

解
決
へ
の
第
一
歩
で
す
。

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
７
５
７

―
３
７
４
０
）※
受
付
は
平
日
午

前
９
時
〜
午
後
４
時

コミュニティ助成事業活用実績報告

一般財団法人自治総合センターでは、宝く
じの社会貢献広報事業として地域コミュニテ
ィ活動の充実・強化を図るため、宝くじの受
託事業収入を財源とした「コミュニティ助成
事業」を実施しています。今年度は、中町町
内会においてコミュニティ活動備品を本助成
金で整備しました。

問企画政策課協働推進係（☎757-3693）

ΤΞίϯの੔උ ਆ༫のमસ

・今までは、前々年に税務署へ提出すべき源泉徴収票が100枚以上
の事業者がeLTAXなどの電子提出義務の対象となっていましたが、
令和９年１月提出分からは30枚以上の事業者が対象となります。
eLTAX提出に向けた準備をお願いします。詳しくは二次元コード
を確認してください。

・給与支払報告書を市町村に提出すると、税務署に源泉徴収票を提出
したとみなされ、別途提出する必要がなくなります。

・eLTAXを使えば各市町村へ自動振り分け提出ができ、業務負担が
軽減されます。また、従業員が確定申告をするとき、マイナポータ
ルから給与所得が自動で入力できて便利です。

問税務課市民税係（☎757-3716）

ఏग़ٛ຿Խ
νϥγ

ΤϧλοΫεの
ར༻ํ๏

ઘ௃ऩථみなしݯ
ఏग़の内容

ί
ϯ
Ϗ
χ
ަ
෇
α
ồ
Ϗ
ε
γ

ε
ς
Ϝ
ఀ
ࢭ
ͷ
͓
஌
Β
ͤ

シ
ス
テ
ム
改
修
作
業
に
伴
い
、
コ

ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
と
ら
く
ら
く

窓
口
証
明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
一
部

を
停
止
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

˔
ఀ
ࢭ
日
＝
10
月
15
日
㈭
午
後
５
時

〜
10
時
、
10
月
30
日
㈮
午
後
５
時

〜
11
月
2
日
㈪
午
前
9
時

˔
ަ
෇
Λ
ఀ
ࢭ
͢
Δ
ূ
໌
ॻ
＝
全
証

明
書
（
戸
籍
（
全
部
・
個
人
）、
事

項
証
明
書
、
附
票
の
写
し
（
全
部
・

個
人
）、
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登

録
証
明
書
、
各
種
税
証
明
書
）

問
市
民
生
活
課
市
民
係（
☎
７
５
５

―
５
１
５
４
）

ྩ
࿨
̔
೥
ੜ
׆
ͷ
͠
ͮ
Β
͞

ͳ
Ͳ
ʹ
ؔ
͢
Δ
ௐ
ࠪ
ͷ
࣮
ࢪ

●
໨
త
＝
障
が
い
者
施
策
の
推
進
の

基
礎
資
料
と
し
て
、
在
宅
の
障
が

い
児
・
者
等
の
生
活
実
態
と
ニ
ー

ズ
を
把
握
す
る

●
ௐ
ࠪ
ظ
ؒ
＝
10
月
25
日
㈰
〜
11
月

24
日
㈫

●
対
৅
஍
۠
＝
旭
ケ
丘
の
一
部
、
松

之
山
東
川

●
ௐ
ࠪ
ํ
๏
＝
調
査
員
が
対
象
地
区

の
全
世
帯
を
訪
問
し
、
調
査
の
趣

旨
を
説
明
し
ま
す
。
調
査
対
象
者

が
い
る
と
き
は
調
査
票
を
交
付

し
、
回
答
を
依
頼
し
ま
す
。

問
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係（
☎
７
５

７
―
３
７
８
２
）

ủ
౔
࠭
ࡂ
֐
ͷ
͓
ͦ
Ε
ͷ
͋

Δ
৽
ͨ
ͳ
Օ
ॴ
Ứ
ͷ
ެ
ද

新
潟
県
で
は
、
高
精
度
な
地
形
デ

ー
タ
を
も
と
に
、
土
砂
災
害
の
お
そ

れ
の
あ
る
新
た
な
箇
所
を
抽
出
・
公

表
し
ま
し
た
。
新
潟
県
砂
防
課
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と

併
せ
て
確
認
し
、
避
難
行
動
の
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
新
潟
県
砂
防
課
企
画
調
査
係（
☎

０
２
５
―
２
８
０
―
５
４
２
４
）

ϋβʔυࢢϗʔϜϖʔδݝ
Ϛοϓ

Ϩ
ϕ
ϧ
̑
େ
Ӎ
ಛ
ผ
ܯ
ใ

ൃ
ද
࣌
ʹ
ͱ
Δ
΂
͖
ߦ
ಈ

ͱ
ं
ӡ
స
ͷ
஫
ҙ
఺

国
で
は
、
8
月
の
千
葉
豪
雨
を
踏

ま
え
、「
レ
ベ
ル
5
大
雨
特
別
警
報

が
発
表
さ
れ
た
と
き
に
と
る
べ
き
行

動
」
お
よ
び
「
レ
ベ
ル
5
大
雨
特
別

警
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き
の
車
運
転

の
注
意
点
」
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と

市陸上競技場の公認更新を
応援してください

市陸上競技場は、魚沼地域で唯一の日本陸連公認競
技場として、多くの人に親しまれてきました。現在、
11月の公認更新に向けて、施設改修工事や競技用備
品の更新を行っています。これらに係る費用の一部に
ついて、ガバメントクラウドファンディング（GCF）
を通じて皆さまからのご支援を募
ります。皆さまの応援が、子ども
たちの夢をつなぐ「未来へのバト
ン」となります。
˔໨ඪֹۚ＝500万円
12月29日㈫まで＝ؒظूื˔
申右記二次元コード（ふるさとチョイス）

から申込み
問スポーツ振興課体育施設係
　（☎756-5013）

め
た
チ
ラ
シ
を
作
成
し
ま
し
た
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
警
報
発
表
時
に
慌
て
ず
行
動

で
き
る
よ
う
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
防
災
安
全
課
防
災
安
全
係（
☎
７

５
７
―
３
１
９
７
）

ϗʔϜϖʔδࢢ
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◆11月の健康・福祉の相談

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
募
集
中
！

申
し
込
み
は
専
用
フ
ォ
ー
ム
（
下
記
二

次
元
コ
ー
ド
）
ま
た
は
企
画
政
策
課
広

報
広
聴
係
☎
７
５
７

｜

３
１
１
２
ま
で

255

My precious kids 

ਫ਼ਆՊҩʹΑΔ͜͜Ζの健康૬ஊ
日13日㈮午後２時～４時
会保健センター（市役所本庁舎隣）
〆６日㈮
申・問健康づくり推進課成人保健係
　（☎757-9764）

ɹ೔ظ ҩྍ໊ؔػ ॅɹॴ ి࿩൪߸

̍೔ 
̏೔ ‌
̔೔ 
��೔ 
��೔ 
��೔ ‌
��೔ 

ൃ೤΍෩अ঱ঢ়が͋Δਓは対໘૬ஊΛ͝ԕྀͩ͘͞いɻి࿩૬ஊ΋͝ར༻ͩ͘͞いɻ

�ൃୡࢧԉʹؔ͢Δ૬ஊ
日月～金曜日午前８時30分～午後

５時15分（祝日・振休・年末年
始を除く）

対18歳まで
問発達支援センター（☎752-7270）

と͓͔·ち݈߁μΠϠϧ��
ὸ������������（ࢢຽઐ༻）
※24時間・年中無休
※通話・相談無料
※メンタルヘルスの
　相談は対象外

ઐ༻μΠϠϧొ࿥༻
ೋ࣍ݩίʔυ

ి࿩ʹΑΔ健康૬ஊ

☎0570-783-025
※24時間・年中無休

৽ׁ͜͜ݝΖの૬ஊμΠϠル

☎＃7119
日毎日午後７時～翌朝午前８時
内急な病気やけがなどに関する相談

（Ҏ্ࡀ��Ͷ֓）ҩྍి࿩૬ஊٸٹ

☎＃8000
日毎日午後７時～翌朝午前８時
内急な発熱やけがなどに関する相談

খٸٹࣇҩྍి࿩૬ஊ（ࡀ��ະຬ）

◆11月のそのほかの相談 ҭ૬ஊɾঁੑ૬ஊઐ༻ి࿩は��ϖʔδΛ͝ཡͩ͘͞いڭ

・登園・登校許可証や診断書などの記入はできません。平日にかか
りつけ医や近くの病院へ問い合わせてください。

・休日や夜間に医療機関の受診の判断に迷ったときは、左記の「電
話による健康相談」などを利用してください。

・津南病院では第１・第３土曜日に内科の診療を行っています。

˔਍࡯ड෇࣌ؒ：午前８時30分～
　（午後の診察開始時間は直接センターに問い合わせてください）

11月の休日救急医

N

十日町
市役所

至 南魚沼市

至 上越市

段十ろう

県立十日町高校

県立十日町病院医療福祉総合
センター

十日町高田郵便局

十日町駅

十日町
警察署

至

津
南
町

至

小
千
谷
市

JR飯山線／ほくほく線

国道117号

国
道
２
５
３
号

ٸٹ೔Ұ࣍ٳ
਍ྍηϯλー

͝Ҋ಺

ٸٹ೔Ұ࣍ٳ
਍ྍηϯλー

�๏཯૬ஊ
日５日㈭・12日㈭・19日㈭・26日㈭・

午後１時30分～４時
会本庁相談室
申・問市民生活課市民係
　　　（☎757-3116）※要予約
行੓૬ஊ
日／会18日㈬午後１時30分～３時

30分／千手中央コミュニティセ
ンター

問市民生活課市民係（☎757-3116）

ఆྫ೥ۚ૬ஊ
日12日㈭・26日㈭午前10時～正午、

午後１時～３時
会クロステン
申・問日本年金機構六日町年金事務

所（☎025-716-0008）※要予約
ফඅੜ׆૬ஊ
日月～金曜日午前９時～午後４時
（祝日・振休・年末年始を除く）
対悪質商法・買い物・契約で困っ

ている人・借金問題
他面談相談は要予約
申・問市消費生活センター
  （☎757-3740・Ｆ752-6924・メール：
　t-shohi@city.tokamachi.lg.jp）

�ଟॏ࠴຿૬ஊ
日25日㈬午後１時～４時
　23日㈪までに要予約
会本庁相談室　内借金トラブル
問市消費生活センター
　（☎757-3740）
৺഑͝ͱ૬ஊ
日随時受付
会・申・問社会福祉協議会
　　　　　（☎757-3565）
ੜऀځࠔ׆૬ஊ
日午前８時30分～午後５時15分
（土・日曜日、祝日を除く）
会・問社会福祉協議会
　　　（☎757-3565）

ٸٹ೔Ұ࣍ٳ
਍ྍηϯλー

（ҩྍ෱ࢱ૯߹ηϯλー಺）
ொ̏ஸ໨ೆాߴ ��������

※症状などを聞きとりますので、来院前に電話を
してください。電話がつながりにくいときは、
時間をおいてかけ直してください。

※変更があったときは、市ホームページやあんし
んメールなどでお知らせします。

子ども情報の
ひろば

11月の「なかよしランド」

11月の「すこやかランド」

子育てに関する情報は市のホームページや
ＬＩＮＥもご覧ください。

Πϕϯτɾҭࣇ૬ஊ
ɹࣜެ̡̣̞̚ࢢΞΧ΢ϯτΛ
༑ͩちొ࿥しɺ͓͞ࢠΜのੜ೥
݄日Λઃ定͢Δとɺ対象となΔ
݈਍の໿͔݄̍લʹ௨஌がಧき
·͢ɻ

ೕ༮݈ࣇ਍日ఔ

ʲϦζϜ༡ͼ⽄ख༡ͼʳ
日４日㈬午前10時～11時
対生後４か月～１歳程度の乳児とその保

護者
問段十ろう（☎757-5011）

ʲࣣࡾޒ༡ͼʳ
日10日㈫午前10時～11時
会市総合体育館柔道場
ʲΪλーΛͨͬ࢖ख༡ͼʳ
日17日㈫午前10時～11時
会情報館
講佐藤勇太さん
ʪڞ௨ʫ
対未就学児とその保護者
￥会費あり（詳細は問合せ）
他新規参加者を随時募集中（体験・見学

可）
問段十ろう（☎757-5011）

家族みんなで十日町おおまつりを楽しみました。ママが
笛を吹き、じじが太鼓の指導をする姿を見て、少しずつま
つりの魅力を感じている翠斗ちゃん。家でも「おいよい！」
と言ったり、笛の動画を見ながらアンパンマンの太鼓をた
たいて遊んだり、まだまだまつり気分が続いています。翠
斗ちゃんもいつか本物の太鼓をたたく日が楽しみです。

田
中
町
西

丸
山

翠す
い

斗と
ち
ゃ
ん︵
３
歳
︶

空き家バンク
登録物件募集中

͋なͨがॴ༗͢ΔۭきՈΛ
࣍のਓʹୗし·せΜ͔

問空き家利活用ミッション型地域おこし協力
隊・村山（十日町市移住コンシェルジュ内・
☎755-5444）

寄付ありがとう
ございます
●े೔ொࢢ΁＝株式会社ムラオ
（災害用備蓄飲料水）

●ަ௨Ҩࣇ౳ԉॿدۚج෇ۚ＝
上町俄若衆連中

※敬称略

৘
ใ
ؗ
٤
஡
ί
ồ
φ
ồ

ࢼ
ݧ
Ӧ
ۀ

有
効
活
用
に
向
け
た
需
要
調
査
の

た
め
、
今
月
か
ら
コ
ー
ヒ
ー
や
軽
食

の
提
供
を
試
験
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
読
書
や
勉
強
の
合
間
に
ぜ
ひ
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

日
平
日
╱
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
、

土
・
日
曜
日
、祝
日
╱
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

休
毎
週
月
・
火
曜
日
、年
末
年
始

問
情
報
館（
☎
７
５
０
―
５
１
０
０
）

ಇ
͘
͜
ͱ
ʹ
೰
Ή
ਓ
ͷ

ϫ
ϯ
ɾ
ε
ς
ỽ
ϓ
૬
ஊ

日
11
月
９
日
㈪
・
27
日
㈮
両
日
と
も

午
後
２
時
〜
４
時
※
開
催
日
以
外

に
も
随
時
相
談
可

会
消
費
生
活
相
談
室

申
・
問
福
祉
課
援
護
係
（
☎
７
５
７

―
９
７
３
９
）

ڭ
ҭ
૬
ஊ

日
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
（
祝
日
・
振
休
除
く
）

会
・
問
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
（
丸
山

町
・
☎
７
５
２
―
７
５
６
５
）

※
市
立
学
校
長
期
休
業
期
間
中
は
、

学
校
教
育
課
学
校
支
援
係
（
☎
７

５
６
―
５
０
１
０
）
へ

ঁ
ੑ
૬
ஊ
ઐ
༻
ి
࿩

日
月
〜
金
曜
日
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
（
祝
日
・
振
休
除
く
）

˔
૬
ஊ
＝
☎
７
５
７
―
３
７
０
１

（
市
民
生
活
課
市
民
係
内
）

࢞の႒
㇊
ґ
ㆂ
ちΌΜ（̑ࡀɾࣸ ਅࠨ）とҰॹʹ
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休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員
締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
他 〆 申 問 Ｆ持 講 お知らせ・ガイド
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